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　コース一本化、算理入試導入で　
入学時のコース設定の一本化、第2回の2科入試への算理選抜の追加導入、と募集方式の大きな変更があった
2026年度入試でした。ここ数年の合格難易度の変動の影響もありましたが、こうした本校の制度改革を広く好意
的に受け止めていただいた結果、出願・受験ともに、どの受験回もまんべんなく大幅に増加しました。

1. 一般入試結果概要（3年間比較）
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0
2
6
年
度

日 程 2月1日午前 2月1日午後 2月3日午前 2月5日午前 合計
定 員 60 90 30 30 210
入 試 科 目 4科（国算社理） 算国 算理 合計 4科（国算社理） 4科（国算社理）
応 募 者 数 316 622 687 1309 734 910 3269
受 験 者 数 219 528 654 1182 338 316 2055
受 験 率 69.3％ 84.9％ 95.2％ 90.3％ 46％ 34.7％ 62.9％
正 規 合 格 者 数 90 212 290 502 61 47 700
実 質 倍 率 2.4倍 2.5倍 2.3倍 2.4倍 5.5倍 6.7倍 2.9倍
入 学 者 数 74（2） 31 45 76 37（1） 25 212（3）
合格最低点（得点率） 216（62.6％） 133（66.5％） 154（77.0％） 231（66.0％） 223（63.7％）

2
0
2
5
年
度

日 程 2月1日午前 2月1日午後 2月3日午前 2月5日午前 合計
定員（Ⅰ類・Ⅱ類合計） 60 90 30 30 210
応 募 者 数 250 1019 572 755 2596
受 験 者 数 181 884 270 288 1623
受 験 率 72.4% 86.8% 47.2% 38.1% 62.5%

正 規 合 格 者 数
Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計
25 65 90 248 311 559 27 51 78 10 25 35 310 452 762

実 質 倍 率 2.0倍 1.6倍 3.5倍 8.2倍 2.1倍

入 学 者 数
Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計
17 55 72 22 76 98 17 27 44 3 5 8 59 63 222

合格最低点（得点率）
Ⅱ類 205（58.6%） 121（60.5%） 249（71.1%） 256（73.1%）
Ⅰ類 175（50.0%） 101（50.5%） 223（63.7%） 231（66.0%）

2
0
2
4
年
度

日 程 2月1日午前 2月1日午後 2月3日午前 2月5日午前 合計
定員（Ⅰ類・Ⅱ類合計） 50 100 60 30 240
志 望 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計 Ⅱ類 Ⅰ類 計
応 募 者 数 107 174 281 695 492 1187 311 382 693 480 446 926 1593 1494 3087
受 験 者 数 59 123 182 635 427 1062 117 214 331 144 200 344 955 964 1919
受 験 率 64.8% 89.5% 47.8% 37.1% 62.2%

正 規 合 格 者 数
Ⅱ類 Ⅰ類

35
＊（6）

70
Ⅱ類 Ⅰ類

148
＊（45）

531
Ⅱ類 Ⅰ類

32
＊（10）

68
Ⅱ類 Ⅰ類

15
＊（4）

47
Ⅱ類 Ⅰ類

230
＊（65）

7168 27 172 211 13 23 13 19 206 280
35 383 36 32 486

実 質 倍 率 1.7倍 3.5倍 2.6倍 1.7倍 2.9倍 2.0倍 3.3倍 6.7倍 4.9倍 4.5倍 13.3倍 7.3倍 2.0倍 4.2倍 2.7倍

入 学 者 数
Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計
8 65（25） 73（25） 10 60（13） 70（13） 5 30（14） 35（14） 11 24（14） 35（14） 34 179（66） 213（66）

合格最低点（得点率）
Ⅱ類 257（73.4%） 132（66.0%） 241（68.9%） 263（75.1%）
Ⅰ類 215（61.4%） 115（57.5%） 225（64.3%） 251（71.7%）

＊2024年度の正規合格者数の（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。
＊2026年度、2024年度入学者数の（　）内は繰り上げ合格による入学者の数です。
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1．教科別平均点・最高点・最低点
第 1 回　2 月 1 日午前

4 科 国語 算数 社会 理科
試験時間（分） 50 50 40 40

配点 350 100 100 75 75
平
均
点

合格者 233.3 65.3 73.2 46.3 48.5
受験生全体 202.3 59.0 61.1 41.6 40.6
最高点 277 87 100 61 66

合格者最低点 216

第 2 回　2 月 1 日午後（算国） 第 2 回　2 月 1 日午後（算理）
算国 算数 国語 算理 算数 理科

試験時間（分） 50 50 試験時間（分） 50 50
配点 200 100 100 配点 200 100 100

平
均
点

合格者 146.8 74.7 72.1 平
均
点

合格者 166.6 79.1 87.5
受験生全体 125.9 63.2 62.7 受験生全体 148.9 69.2 79.7
最高点 185 100 91 最高点 194 100 100

合格者最低点 133 合格者最低点 154

第 3 回　2 月 3 日午前 第 4 回　2 月 5 日午前

4 科 国語 算数 社会 理科 4 科 国語 算数 社会 理科
試験時間（分） 50 50 40 40 試験時間（分） 50 50 40 40

配点 350 100 100 75 75 配点 350 100 100 75 75
平
均
点

合格者 244.4 63.5 84.9 47.3 48.7 平
均
点

合格者 232.1 60.6 81.0 46.8 43.7
受験生全体 200.9 52.6 67.3 40.3 40.7 受験生全体 184.9 49.3 61.7 38.4 35.5
最高点 269 81 100 64 66 最高点 268 80 100 60 64

合格者最低点 231 合格者最低点 223

2. 2026年度　一般入試各教科の試験実施結果

　各受験回の詳細　
過年度と比べると、とりわけ算数の点数がとりやすくなった分、合格ラインがあがった側面があります。しかし、全
体としては著しいインフレを起こさず、従来とほぼ同じ水準の受験生を入学生としてお迎えすることができました。
出願の活況をうけて、第1回～第4回全体で各模試の合格偏差値評価が上昇しています。このなかで第2回の難
易度については、科目数が少ないこともあって、各社で大きく異なった評価となっています。

参考資料　主要模試　結果偏差値（80％）

2/1午前
2/1午後

2/3午前 2/5午前
算国 算理

SAPIX
今年 48 57 57 53 55
昨年 46 52 52 54

日能研
今年 57 64 61 63
昨年 55 63 60 62

四谷大塚
今年 56 59 非公表 61 61
昨年 54 57 57 57

ONETES
（首都圏模試）

今年 68 70 70 70
昨年 67 69 69 70
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第 4 回

今回初実施となった算理入試
（ 第2回 ）に つ い て は、 この
2科目の両方で「腕に覚えのあ
る」受験生が集まり、高い水準
での争いとなりました。この第
2回入試に関しては算国・算理
の科目選択によって有利不利が
著しく分かれることがないように
配慮をしながら、合否判定を行っ
ております。



ー 4ー­

　13 年目を迎えた帰国生入試　
◎　帰国生入試

「帰国生入試」の出願者数は、引き続き国内の私立男子校として極めて高い数字を維持しています。また、英語を
使う「A方式」での合格者数が31名であるため、今年も英語の運用能力が高い生徒たちの入学が見込まれます。
◎　グローバル入試
帰国生入試が英検準1級レベルの高難度であるのに対し、グローバル入試の英語は準2級から2級程度とかなり難
易度は下がります。今年度は、応募者、受験者ともに昨年度より増加し、また実質倍率も上昇しました。

3. 帰国生入試・グローバル入試結果概要（3年間比較）

1．入試結果概要（3年間比較）

2
0
2
6
年
度

日 程 帰国生入試　1月6日 グローバル入試　2月3日
定 員 30名 若干名

試 験 方 式 A方式 B方式 合計 3教科型2教科型 4教科型
応 募 者 数 69 27 117 213 50
受 験 者 数 65 26 117 208 40
受 験 率 94.2％ 96.3％ 100％ 97.7％ 80％
正 規 合 格 者 数 31 6 75 112 15
実 質 倍 率 2.1倍 4.3倍 1.6倍 1.9倍 2.7倍
入 学 者 数 8 2 22（1） 32（1） 10

2
0
2
5
年
度

日 程 帰国生入試　1月6日 グローバル入試　2月3日
定員（Ⅰ類・Ⅱ類合計） 30名 若干名

試 験 方 式 A方式 B方式 合計 3教科型2教科型 4教科型
応 募 者 数 76 22 118 216 43
受 験 者 数 71 22 115 208 36
受 験 率 93.4% 100% 97.5% 96.3% 83.7%

正 規 合 格 者 数 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計
8 21 29 2 3 5 34 48 82 44 72 116 5 16 21

実 質 倍 率 2.4倍 4.4倍 1.4倍 1.8倍 1.7倍

入 学 者 数 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計
4 5 9 0 1 1 2 13 15 6 19 25 5 12 17

2
0
2
4
年
度

日 程 帰国生入試　1月6日 グローバル入試　2月3日
定員（Ⅰ類・Ⅱ類合計） 若干名 若干名

試 験 方 式 A方式 B方式 合計 3教科型2教科型 4教科型
志 望 Ⅱ類 Ⅰ類合計 Ⅱ類 Ⅰ類合計 Ⅱ類 Ⅰ類合計 Ⅱ類 Ⅰ類合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計
応 募 者 数 37 41 78 12 8 20 120 31 151 169 80 249 17 20 37
受 験 者 数 34 40 74 10 8 18 114 29 143 158 77 235 14 17 31
受 験 率 94.9％ 90％ 94.7％ 94.4％ 83.8％

正 規 合 格 者 数
Ⅱ類Ⅰ類 10

※
（2）

30
Ⅱ類Ⅰ類 2

※
（0）

5
Ⅱ類Ⅰ類 10

※
（2）

82
Ⅱ類Ⅰ類 22

※
（4）

117
Ⅱ類 Ⅰ類 3

※
（0）

123 17 0 3 28 44 31 64 1 8
20 3 72 95 9

実 質 倍 率 1.7倍 4倍 2.5倍 3.3倍 4倍 3.6倍 1.6倍 2.9倍 1.7倍 1.7倍 3.5倍 2倍 1.6倍 5.7倍 2.6倍

入 学 者 数 Ⅱ類 Ⅰ類合計 Ⅱ類 Ⅰ類合計 Ⅱ類 Ⅰ類合計 Ⅱ類 Ⅰ類合計 Ⅱ類 Ⅰ類 合計
1 11 12 0 2 2 2 14 16 3 27 30 1 3 4
＊2024年度の正規合格者数の（　）内の数字はⅠ類志望の合格者の中で、Ⅱ類の合格基準に達した人数を表します。

＊2026年度入学者数の（　）内は繰り上げ合格による入学者の数です。

2．帰国生入試受験生の試験方法の割合

応募者

合格者

入学者

A方式 B方式 2科 B方式 4科

32.4％ 12.7％12.7％ 54.9％

27.7％ 67.0％

35.9％ 5.1％5.1％ 59.0％

5.4％5.4％

※「入学者」については、他の受験型に再チャレンジで合格した後、入学した者を含みます。
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3．各教科の試験時間・配点・平均点・合格最高点
・帰国生入試
A 方式						       B 方式

試験科目 国語 算数 英語 試験科目 国語 算数 社会 理科

試験時間（分） 45 45 45 試験時間（分） 45 45 あわせて45

配点 50/100 100 100 配点 100 100 50 50

平
均
点

合格者 61.8 77.6 78.1 平
均
点

合格者 70.4 80.6 35.2 35.8

受験生全体 55.2 64.7 62.2 受験生全体 64.3 69.0 32.7 30.5

最高点 84 100 96 最高点 96 100 48 50

（注）�帰国生入試では合格最低点を発表していません。試験（国・算・社・理・英）の得点だけでなく、所持している資格や活動歴などを
加味して総合的に判定しているためです。
A方式の合否判断は、以下の 2通りで実施しています。①英 100＋算 100＋国 50＝ 250点　②国 100＋算 100＝ 200点

・グローバル入試
試験科目 3科目合計 国語 算数 英語

試験時間（分） 50 50 50

配点 250 50 100 100

平
均
点

合格者 192.1 26.1 73.1 92.9

受験生全体 159.5 21.1 57.6 80.8

最高点 212 38 88 99

合格者最低点 178

（注）�グローバル入試の国語と算数の問題は一般入試第 3回と共通の問題
ですが、国語は 50点満点に換算して評価しています。

2.8
2.6
2.4
2.2
2.0
1.8
1.6
1.4
1.2
1.0
0.8
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5．帰国生入試アンケート結果
・滞在国　＊なお、複数の国に滞在していた受験生あり。また、入学者には再チャレンジ（帰国生入試以外）での合格者を含む。

滞在国
滞在国

応募者 合格者 入学者

アメリカ 56 33 19

イギリス 23 13 3

シンガポール 22 13 4

中国（香港を除く） 19 10 3

タイ 15 6 1

ドイツ 4 2 0

インド 3 0 0

インドネシア 9 5 2

中国（香港） 9 7 0

マレーシア 3 2 0

オランダ 3 0 0

韓国 6 2 0

フィリピン 3 0 0

滞在国
滞在国

応募者 合格者 入学者

ブラジル 7 6 3

ベトナム 5 3 2

オーストラリア 8 5 3

カナダ 4 2 2

ブルネイ 1 1 0

台湾 6 3 1

フランス 2 0 0

ミャンマー 1 0 0

バングラデシュ 1 0 0

パナマ 1 0 0

アラブ首長国連邦 8 3 0

デンマーク 1 0 0

チェコ 1 1 0

滞在国
滞在国

応募者 合格者 入学者

スリランカ 1 0 0

スイス 1 0 0

クロアチア 1 0 0

イタリア 1 1 0

ベルギー 1 0 0

南アフリカ共和国 1 0 0

ヨルダン 1 1 0

ハンガリー 1 1 0

モロッコ 1 1 0

ラオス 1 0 0

ネパール 1 0 0

4．帰国生入試応募者数、合格者数、実質倍率の推移
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・滞在年数
1～2年 2～3年 3～4年 4～5年 5～6年 6年以上

応募者 16 34 53 39 19 52

合格者 11 17 26 24 7 27

入学者 5 5 9 6 5 9

※「入学者」には一般及びグローバル入試での再チャレンジを含む。

・帰国後年数
6ヶ月未満 1年未満 1年半未満 2年未満 2年半未満 2年半以上

応募者 60 12 18 23 20 80

合格者 26 6 5 10 16 49

入学者 12 4 0 3 4 16

※「入学者」には一般及びグローバル入試での再チャレンジを含む。

・海外最終在籍校
日本人学校 現地校 インター校

応募者 81 80 52

合格者 39 45 28

入学者 10 22 7

※「入学者」には一般及びグローバル入試での再チャレンジを含む。

6年以上
5～6年
4～5年
3～4年
2～3年
1～2年

応募者の滞在年数［％］

0 5 10 15 20 25 30

2年半以上
2年半未満
2年未満
1年半未満
1年未満
6ヶ月未満

応募者の帰国後年数［％］

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

インター校

現地校

日本人学校

応募者の海外最終在籍校［％］

0 10 20 30 40 50

・英語検定取得状況
1級 準1級 2級 準2級＋ 準2級 3級

応募者 1 47 45 3 31 13

合格者 1 30 20 1 15 8

入学者 0 11 10 1 4 4

※「入学者」には一般及びグローバル入試での再チャレンジを含む。

・併願校ベスト5
〜 1/31計 2/1計 2/2計 2/3計

1 海城中学校 37 東京都市大学付属中学校 13 慶應義塾湘南藤沢中等部 17 慶應義塾中等部 7

2 攻玉社中学校 36 慶應義塾普通部 6 本郷中学校 4
浅野中学校・海城中学校 5

3 東京都市大学等々力中学校 32 開成中学校 5
聖光学院中学校・攻玉社中学
校・東京農大第一中等部・桐
朋中学校 3

4 聖光学院中学校 15 駒場東邦中学校 4 筑波大学附属駒場中学校・東
京都市大学付属中学校 35 青稜中学校 10 ［他6校］ 3
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　受験にいたる経緯　 
入学をお決めになったご家庭に、アンケートのお願いをしております。2月1日午前の受験先としては駒場東邦中が、
午後の受験先としては東京農大一中が増加しました。本校を知ったきっかけとしては例年通り口コミが多いことが分
かりました。近年は兄弟で入学するお子様が増加しています。大変ありがたいことと感じています。

入学者の受験した学校と受験日
～1月31日 2月1日午前 2月1日午後 2月2日 2月3日 2月4日 2月5日

第1位 栄東 50 東京都市大付属 72 東京都市大付属 146 世田谷学園 16 東京都市大付属 53 芝 17 東京都市大付属 27

第2位 開智所沢 33 駒場東邦 32 東京農大第一 5 本郷 15 浅野 20 サレジオ学院 10 本郷 8

第3位 立教新座 8 早稲田 11
桐蔭中等教育・
東京都市大等々力 3 栄光学園・桐朋 13

海城 18 聖光学院 9 渋谷教育渋谷 4

第4位 大宮開成 7 海城 7 早稲田 11 東京農大第一 7 広尾学園 3

第5位 佐久長聖 6 麻布・開成・慶應普通部・
早稲田高等学院・早稲田実業 5

神奈川大附属・
広尾学園・獨協 2 聖光学院 12 慶應中等部 5 明大中野 4

※入学者数252名のうち回答数191名

①知人（在校生・卒業生やその家族、親戚・家族等）
②塾の紹介
③学校ホームページ
④受験情報誌等の刊行物
⑤駅・電車・バス等の広告
⑥ポータルサイト（インターエデュ、中学受験サポート、みんなの学校情報 など）
⑦通りがかり
その他

18.3%

22.5%

11.0%

21.5%

6.8%

8.4%

11.0%

0.5%

4. 新入生保護者アンケートより

本校を初めて知ったきっかけ（単一選択）

0 25 50 75 100 125

その他

受験までに学校に来たことはなかった

⑧部活動等の見学

⑦各塾主催説明会

⑥柏苑祭

⑤ミニ見学会

④ミニ説明会（土曜午前）

③入試説明会（11月）

②学校説明会（9月）

①学校説明会（6月） 58（30.4％）

2（1.0％）

1（0.5％）

111（58.1％）

30（15.7％）

22（11.5％）

60（31.4％）

33（17.3％）

54（28.3％）

109（57.1％）

来校した機会（すべて選択）
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受験までに来校した回数

0回
1回
2回
3回
4回
5回
6回以上

3.7%

15.7%
13.1%

13.1%

29.8%

18.3%

6.3%

5.1%

14.4%

10.7%

25.6%

20.0%

14.0%

10.2%

LINE の登録状況

①登録していた
②存在は知っていたが
　登録していなかった
③存在を知らなかった

29.8%

12.6%

57.6%

29.3%

9.3%

61.4%

0 60 120 180

その他

大学の付属校だから

情報誌等の記事を読んで

塾の先生の勧め

英語の取り出し授業

偏差値

第一志望の併願先として

将来を見据えた進路指導

理科実験

グローバル教育

先生の熱意

学園祭などの生徒の様子

行事やクラブ活動

通学の便

校舎・グランド等の施設

説明会や校内見学に参加して

進学校としての学習指導体制 169（83.7％）

146（72.3％）

107（53.0％）

69（34.2％）

57（28.2％）

22（10.9％）

22（10.9％）

19（9.4％）

3（1.5％）

5（2.5％）

66（32.7％）

93（46.0％）

80（39.6％）

72（35.6％）

71（35.1％）

113（55.9％）

98（48.5％）

0 40 80 120 160
その他

⑯英語の取り出し授業

⑮グローバル教育

⑭キャリア教育

⑬情報誌等の記事を読んで

⑫偏差値

⑪第一志望校の併願として適切だったため

⑩塾の先生の勧め

⑨通学の便

⑧校舎・グラウンド等の施設・設備

⑦説明会の内容がよかったから

⑥科学（理科）実験

⑤学園祭などの生徒の様子

④先生の熱意

③行事やクラブ活動

②大学の付属だから

①進学校としての学習・進路指導体制 155（72.1％）

2（0.9％）

21（9.8％）

13（6.0％）

15（7.0％）

4（1.9％）

4（1.9％）

8（3.7％）

17（7.9％）

15（7.0％）

37（17.2％）

36（16.7％）

46（21.4％）

62（28.8％）

66（30.7％）

62（28.8％）

69（32.1％）

昨年 一昨年

本校の公式 LINE は
こちらから登録できます。

昨年 昨年

　入学の決め手は？　 
2年前に項目を変更したので、
単純比較はできない前提でお
読みください。依然として本校
には「学習面のサポート」を期
待するとお答えする家庭が多
いことが分かります。一方、「生
徒の様子」を入学の決め手とし
て選択される家庭が増加して
います。ミニ見学会や柏苑祭、
説明会での生徒の活躍が、受
験行動と大きく関わっているこ
とが分かります。

0 40 80 120 160
その他

⑯英語の取り出し授業

⑮グローバル教育

⑭キャリア教育

⑬情報誌等の記事を読んで

⑫偏差値

⑪第一志望校の併願として適切だったため

⑩塾の先生の勧め

⑨通学の便

⑧校舎・グラウンド等の施設・設備

⑦説明会の内容がよかったから

⑥科学（理科）実験

⑤学園祭などの生徒の様子

④先生の熱意

③行事やクラブ活動

②大学の付属だから

①進学校としての学習・進路指導体制 151（79.1％）

0（0.0％）

26（13.6％）

8（4.2％）

9（4.7％）

3（1.6％）

5（2.6％）

15（7.9％）

13（6.8％）

11（5.8％）

32（16.8％）

29（15.2％）

34（17.8％）

45（23.6％）

57（29.8％）

52（27.2％）

67（35.1％）

本校を受験する決め手となったもの（最大 3 つ選択）
今年
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5. 通学地域集計表（2025年度）

神奈川県
中学生 高校生 中高計

相模原 25 27 52
厚木 10 7 17
海老名 8 7 15
藤沢 7 2 9
平塚 3 0 3
大和 8 12 20
伊勢原 2 2 4
秦野 2 4 6
座間 4 6 10
小田原 2 1 3
綾瀬 1 0 1
茅ヶ崎 1 1 2
中郡 1 0 1
足柄上郡 1 0 1
計 75 69 144

川崎市
中学生 高校生 中高計

川崎 3 3 6
麻生 43 31 74
幸 5 7 12
多摩 10 13 23
中原 25 21 46
宮前 21 25 46
高津 14 27 41
計 121 127 248

横浜市　
中学生 高校生 中高計

青葉 35 44 79
旭 0 4 4
緑 2 7 9
港北 11 11 22
都筑 4 7 11
神奈川 3 3 6
鶴見 5 2 7
瀬谷 1 1 2
保土ケ谷 1 1 2
西 0 1 1
戸塚 1 0 1
計 63 81 144

東京都23区
中学生 高校生 中高計

世田谷 176 152 328
目黒 22 17 39
品川 21 8 29
大田 20 19 39
港 10 7 17
中野 11 10 21
杉並 38 42 80
新宿 13 8 21
渋谷 16 16 32
墨田 2 1 3
北 2 1 3
練馬 5 1 6
葛飾 0 1 1
江東 10 3 13
中央 4 2 6
文京 9 2 11
豊島 5 1 6
足立 1 2 3
江戸川 1 0 1
板橋 2 4 6
千代田 4 0 4
台東 1 4 5
荒川 1 1 2
計 374 302 676

東京市部
中学生 高校生 中高計

調布 27 20 47
狛江 16 18 34
三鷹 6 7 13
武蔵野 5 6 11
町田 22 28 50
府中 11 11 22
多摩 13 14 27
稲城 16 10 26
昭島 1 0 1
国分寺 1 4 5
八王子 7 6 13
国立 2 2 4
日野 2 3 5
立川 4 3 7
小金井 0 1 1
小平 0 3 3
西東京 4 1 5
計 137 137 274

千葉県
中学生 高校生 中高計

浦安 1 2 3
流山 0 1 1
計 1 3 4

埼玉県
中学生 高校生 中高計

川口 2 0 2
計 2 0 2

埼玉県

千葉県東京都

神奈川県

23区
45.3％

横浜市
9.7％

川崎市
16.6％

神奈川
9.7％

千葉 0.3％ 埼玉 0.1％

東京市部
18.4％

　通学圏は広範囲　
首都圏の交通網の整備が進んでおり、以前より通学範囲が広くなってきています。数は多くありませんが、千葉県や
埼玉県からの通学者もいます。18 時 30 分完全下校となっているため遠方からでも通いやすくなっています。

6. 校納金等一覧（2026年度）
●中学 1 年次にお支払いいただく費用

科　　目 4月 7月 10月 12月 計
校
納
金

授業料 129,000円 129,000円 129,000円 129,000円 516,000円
施設設備料 150,000円 150,000円
維持料 100,000円 100,000円

預
り
金

学年費 70,000円 70,000円
図書費 1,800円 1,800円
ICT教育関係費※ 130,000円 130,000円
災害備蓄用品費 7,000円 7,000円
中2体験旅行積立金 20,000円 20,000円 40,000円
中1林間学校費 60,000円 60,000円
生徒会入会費 2,000円 2,000円
生徒会費 6,000円 6,000円
PTA入会費 3,000円 3,000円
PTA会費 10,000円 10,000円
校納金引落システム関係費 880円 880円
日本スポーツ振興センター掛金 420円 420円

合　　計 670,100円 129,000円 149,000円 149,000円 1,097,100円
＊ICT 教育関係費は、デバイス及び学習支援ツールの購入費です。

●上記以外に購入していただく指定物品
学生服　冬服（上着＋ズボン＋ワイシャツ＋ベルト）50,930 円

夏服（ズボン＋半袖ワイシャツ）　　　　　  13,860 円

カバン（リュック） 16,500 円 体育館シューズ 5,200 円
体操着（トレシャツ） 6,930 円 シューズ袋 300 円
体操着（トレパン） 4,730 円 白衣 3,200 円
体操着（半袖シャツ） 3,410 円 白衣袋 500 円
体操着（ハーフパンツ） 4,070 円

●希望購入品
長袖ワイシャツ（校章入り） 3,520 円���
セーター（校章入り） 9,350 円
ポロシャツ 6,050 円
運動靴（スニーカー） 6,490 円

＊カバンはショルダーかリュックのいずれかを購入。 （+550 円送料）
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7. 中学校使用教科書・副教材一覧（2025年度）

　英語 R は NEW TREASURE を使用　
文科省の検定教科書は無償配布ですが、特に前倒しのカリキュラムを組んでいる英語と数学では、家庭学習用の
問題集を副読本として使用し、きめの細かい指導を行っています。また、英語Rの授業ではNEW TREASURE
を使用しています。なお、英語の取り出し授業では、アメリカの現地校で使用しているテキストを取り寄せ、高度
な内容の授業を展開しています。

●教科書
科目 学　年 出 版 社 書　　名
国語 1 教 出 伝え合う言葉　中学国語１
国語 2 教 出 伝え合う言葉　中学国語２
国語 3 教 出 伝え合う言葉　中学国語３
書写 1 教 出 中学書写
地理 1・2 帝 国 社会科　中学生の地理　世界の姿と日本の国土
歴史 1〜 3 帝 国 社会科　中学生の歴史　日本の歩みと世界の動き
公民 3 帝 国 社会科　中学生の公民　よりよい社会を目指して
地図 1〜 3 帝 国 中学校社会科地図
数学 1 啓 林 館 未来へひろがる数学１
数学 2 啓 林 館 未来へひろがる数学２
数学 3 啓 林 館 未来へひろがる数学３
理科 1 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス１
理科 2 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス２
理科 3 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス３
音楽 1 教 出 中学音楽　１　音楽のおくりもの
音楽 2・3 教 出 中学音楽　２・３上　音楽のおくりもの
音楽 2・3 教 出 中学音楽　２・３下　音楽のおくりもの
器楽 1〜 3 教 出 中学器楽　音楽のおくりもの
美術 1 光 村 美術１
美術 2・3 光 村 美術２・３
保体 1〜 3 大 修 館 最新　中学校保健体育
技術 1〜 3 東 書 新しい技術・家庭　技術分野　未来を創る Technology
家庭 1〜 3 開 隆 堂 技術・家庭　家庭分野　生活の土台　自立と共生
英語 1 東 書 NEW HORIZON English Course 1
英語 2 東 書 NEW HORIZON English Course 2
英語 3 東 書 NEW HORIZON English Course 3
道徳 1 東 書 新訂　新しい道徳１
道徳 2 東 書 新訂　新しい道徳２
道徳 3 東 書 新訂　新しい道徳３

※上記のほかに、高校の教科書を前倒しで使用

●副教材（中 1）
科目 書　　名 出版社

国語

新訂総合国語便覧新版七訂 第一学習社
国語スイッチ1（ノートつき・教育出版社） 正進社
漢字検定ステップ4級改定四版 漢検協会
思考の基礎力【増補版】 受験研究社
文豪へのいざない 好学出版

社会 世界の諸地域NOW 帝国書院

数学

体系数学1（代数編） 数研出版
体系問題集数学1代数編【発展】 数研出版
体系数学1（幾何編） 数研出版
体系問題集数学1幾何編【発展】 数研出版

理科
系統的に学ぶ　中学　地学 文理
中学の地学 教育開発出版
最新 理科便覧 東京都版 浜島書店

科目 書　　名 出版社
保健体育 アクティブスポーツ 大修館
音楽 音楽のハーモニー1 正進社

英語

NEW TREASURE ENGLISH SERIES STAGE 1 Z会出版
NEW TREASURE ENGLISH SERIES WORKBOOK STAGE 1 Z会出版
NEW TREASURE ENGLISH SERIES Penmanship Z会出版
NEW TREASURE ENGLISH SERIES STAGE 1 CDs for Students Z会出版
New Treasure English Series Stage 1　文法問題集 Z会出版
フェイバリット英和辞典第4版 東京書籍
English Search Ⅰ 教育開発出版
Time Zones Student Book Combo Split 1A Cengage Learning
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8. 夏期・冬期・春期講習開講講座（2025年度）

学年 教科 講座名

夏
期

中1～3 数学 数学基礎

中1～3 数学 数学応用

中1～3 英語 英語基礎

中1～3 英語 英語応用

中1～3 英語 英語応用（取り出し）

高 1 英語 英語文法演習

高 1 英語 英語取り出し

高 1 英語 共通テスト英語Ⅰ（リスニング）

高 1 英語 共通テスト英語Ⅰ（筆記）

高 1 英語 英語中級長文読解

高 1 数学 数学基礎

高 1 数学 数学応用

高 1 国語 現代文演習

高 1 国語 古典演習

高 1 国語 古典文法

高 1 理科 100問正解するまで帰れない化学基礎Ⅰ

高 1 理科 90点しか取れない自分を反省する化学基礎Ⅰ

高 1 理科 100問正解するまで帰れない化学基礎Ⅱ

高 1 理科 90点しか取れない自分を反省する化学基礎Ⅱ

高 2 英語 英語基礎

高 2 英語 英語応用Ⅰ

高 2 英語 英語応用Ⅱ

高 2 数学 数学基礎

高 2 数学 数学応用（理系）

高 2 数学 数学応用（文系）

高 2 国語 現代文演習

高 2 国語 古文問題演習

高 2 国語 漢文問題演習

高 2 理科 物理Ⅰ

高 2 理科 物理Ⅱ

高 2 理科 生物（基礎）

高 2 理科 生物（応用）

高 2 情報 情報Ⅰ

高 3 英語 東大英語

高 3 英語 仕上げの英文法

高 3 数学 東大理系数学

高 3 数学 難関国公立理系数学

高 3 数学 難関国公立文系数学

高 3 国語 東大現代文

高 3 国語 現代文演習

高 3 国語 古文演習

高 3 国語 古文読解の方法

高 3 国語 漢文演習

高 3 理科 物理標準

高 3 理科 物理応用

高 3 理科 化学Ⅰ

高 3 理科 化学Ⅱ

高 3 理科 生物演習

学年 教科 講座名

夏
期

高3 社会 日本史（理系）Ⅰ

高 3 社会 日本史（理系）Ⅱ

高 3 社会 日本史（文系）

高 3 社会 政治経済（文理）

高 3 社会 地理（共通テスト）

高 3 情報 情報（基礎）

高 3 情報 情報（プログラミング）

冬
期

中1～3 数学 数学基礎

中1～3 数学 数学応用

中1～3 英語 英語基礎

中1～3 英語 英語応用

中1～3 英語 英語応用（取り出し）

高 1 英語 第 3回駿台模試対策

高 1 英語 第 3回駿台模試対策文法演習

高 1 英語 英語取り出し

高 1 英語 英語中級長文読解

高 1 英語 共通テスト英語Ⅱ（リスニング）

高 1 英語 共通テスト英語Ⅱ（筆記）

高 1 英語 英検 2級対策講座

高 1 数学 数学基礎

高 1 数学 数学応用

高 1 国語 現代文演習

高 1 国語 古文漢文演習

高 1 理科 90回忘れて100回覚える化学基礎特訓暗記カードⅠ

高 1 理科 化学基礎上級者のための難問演習Ⅰ

高 1 理科 90回忘れて100回覚える化学基礎特訓暗記カードⅡ

高 1 理科 化学基礎上級者のための難問演習Ⅱ

高 2 英語 英語基礎

高 2 英語 英語応用Ⅰ

高 2 英語 英語応用Ⅱ

高 2 数学 数学基礎

高 2 数学 数学応用（理系）

高 2 数学 数学応用（文系）

高 2 国語 現代文演習

高 2 国語 古文演習

高 2 国語 漢文演習

高 2 理科 物理Ⅰ

高 2 理科 物理Ⅱ

高 2 理科 化学応用

高 2 理科 生物（基礎）

高 2 理科 生物（応用）

高 3 英語 東大英語

高 3 英語 共通テスト英語

高 3 数学 東大理系数学

高 3 数学 難関国公立理系数学

高 3 数学 難関国公立文系数学

高 3 国語 共通テスト現代文

学年 教科 講座名

冬
期

高3 国語 共通テスト古文

高 3 国語 共通テスト漢文

高 3 理科 共通テスト物理

高 3 理科 無機化学

高 3 理科 生物演習

高 3 社会 東大日本史

高 3 社会 一橋日本史

高 3 社会 理系日本史Ⅰ

高 3 社会 理系日本史Ⅱ

高 3 社会 共通テスト世界史

高 3 社会 政治経済演習

高 3 社会 共通テスト地理

高 3 社会 共通テスト地理（理系）

高 3 情報 共通テスト情報

春
期

中1～3 数学 数学基礎

中1～3 数学 数学応用

中1～3 英語 英語基礎

中1～3 英語 英語応用

中1～3 英語 英語応用（取り出し）

高 1 英語 英語中級長文読解

高 1 英語 河合塾模試文法対策

高 1 英語 河合塾模試読解対策

高 1 数学 数学標準

高 1 数学 数学応用

高 1 国語 文系現代文演習

高 1 国語 古文漢文問題演習

高 1 理科 授業についていけない人の救済化学

高 1 理科 100問やるまで本当に帰れない化学基礎

高 1 理科 授業が退屈な人のための修練化学Ⅰ

高 1 理科 三人寄れば文殊化学Ⅰ

高 1 理科 授業が退屈な人のための修練化学Ⅱ

高 1 理科 三人寄れば文殊化学Ⅱ

高 2 英語 英語応用Ⅰ

高 2 英語 英語応用Ⅱ

高 2 英語 英語文法演習

高 2 数学 数学基礎

高 2 数学 数学応用（理系）

高 2 数学 数学応用（文系）

高 2 理科 物理Ⅰ

高 2 理科 物理Ⅱ

高 2 理科 理系化学演習（基礎編）

高 2 理科 理系化学演習（応用編）

高 2 理科 生物（基礎）

高 2 理科 生物（実験）

　放課後に加え、休業中の講習も　
平常の放課後と同様に、生徒の学力や進路希望に応じて基礎補習と応用講座を開設しています。基礎補習は指名
制で、成績のふるわなかった生徒をフォローします。 

※開講される講座は、年度によって異なります。
※高3の春期講習はありません。
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9. 各学年で取り組んだ模擬試験一覧（2025年度）

中学生
ベネッセ学力推移調査（4月・9月）

Z会・駿台アドバンスト（2月）

中 3　駿台全国模試（10月※希望者）

高校生

高 1

河合塾全統記述模試（5月・9月）

高 3

河合塾全統記述模試（5月・8月）

駿台全国模試（6月※希望者） 駿台ベネッセ共通テスト模試（9月）

駿台全国模試（10月） 駿台ベネッセ記述模試（10月）

駿台全国模試（2月） 駿台共通テスト模試（12月※希望者）

高 2

河合塾全統記述模試（5月・9月）

駿台全国模試（6月※希望者）

駿台全国模試（10月※希望者）

ベネッセ総合学力テスト（11月）

ベネッセ共通テスト模試（1月）

駿台全国模試（2月）

東進東大入試同日体験（2月※希望者）

　ハイレベルな模試にチャレンジ　
全国の中高一貫校が参加する難易度の高い模擬試験を中学1年生から活用しています。模試の結果を分析し、日々
の学習に役立てることを大切にしています。

10. 英検・漢検取得率

英検（2025年度　第3回まで）

中1 中2 中3

1級 0.4％ 1.7％ 1.1％

準1級 8.1％ 6.3％ 9.6％

2級 12.7％ 15.5％ 40.7％

準2級 17.3％ 47.7％ 85.2％

3級 33.8％ 92.5％ 98.5％

漢検（2025年度　第3回まで）

中1 中2 中3

2級 0.4% 0.5% 1.1%

準2級 0.4% 4.5% 44.8%

3級 2.7% 88.0% 95.5%

4級 88.1% 93.0% 98.1%

　検定への取り組みで着実に実力アップ　
英語力の高い帰国生の影響を受けて、国内生の英語に対するモチベーションが大きくアップしており、英検合格率
も高くなっています。検定合格という短期的な目標を持つことで、学習成果を適切に図ることができます。各学年で
目標を決めて取り組んでいます。
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11. クラブ活動について

　合言葉は100対100　
「勉強もクラブも100対100」という先輩の言葉を励みに、多くの生徒がクラブ活動を楽しんでいます。この言葉
はかつて本校の硬式野球部での活動と学業を両立し、東京大学に進学した卒業生が残した言葉です。活動日は原
則週3日ですが、一部のクラブでは特例として活動日を増やしています。

・部員数
部活動名 部員数（中学） 部員数（高校） 合計

中高陸上競技 27 18 45
中高バドミントン 51 44 95
中高卓球＊ 37 23 60
中高剣道 13 4 17
中高ゴルフ 20 26 46
中高競技スキー 10 11 21
中高少林寺拳法＊ 21 5 26
中高柔道＊ 19 2 21
中高アイスホッケー 20 9 29
中高鉄道研究 48 26 74
中高天文 12 10 22
中高エレクトロニクス研究 27 23 50
中高自動車 28 20 48
中高美術 4 14 18
中高マルチメディア研究 26 6 32
中高将棋 25 10 35
中高生物研究 33 15 48
高校硬式野球＊ 19 19

部活動名 部員数（中学） 部員数（高校） 合計
高校軟式野球 34 34
高校サッカー＊ 58 58
高校バスケットボール 28 28
高校テニス 28 28
高校水泳部 19 19
高校アメリカンフットボール 22 22
高校ハンドボール 8 8
高校自転車部 8 8
高校吹奏楽 36 36
高校軽音楽部 17 17
中学硬式野球＊ 36 36
中学軟式野球 43 43
中学サッカー＊ 89 89
中学バスケットボール 42 42
中学テニス 30 30
中学水泳 27 27
中学吹奏楽 67 67
合計 755 543 1298

※中高スキー部は新規部員の募集を停止しています
※＊の部は、特例として週 3日を超えた活動を認められています

・主要実績一覧（2025 年度）
【中】 【高】 【部活名・所属】 【大会名】 【種目】 【順位・賞】
○ ○ 吹奏楽部 第65回東京都高等学校吹奏楽コンクール 東日本組 金賞
○ ○ エレクトロニクス研究部 全日本アマチュア無線コンテスト2025 電信電話部門マルチオペジュニア 4位
○ ○ 吹奏楽部 第25回東日本学校吹奏楽大会 銅賞

○ 自動車部 Hondaエコマイレッジチャレンジ2025
第16回もてぎ大会 グループⅠ（中学クラス） 1位

（大会新記録）
○ 少林寺拳法部 第20回　東京都中学生少林寺拳法大会 男子団体演武の部 優勝
○ 少林寺拳法部 第20回　東京都中学生少林寺拳法大会 男子組演武の部 優勝
○ 少林寺拳法部 第20回　東京都中学生少林寺拳法大会 男子単独演武の部 2位
○ 少林寺拳法部 第19回　全国中学生少林寺拳法大会 男子団体演武の部 5位

○ マルチメディア研究部 WRO Japan 2025年度 公認 東京予選会 RoboMission エキスパート競技 
ジュニア部門 3位

○ 競技スキー部 第71回桂宮杯全⽇本⽔上スキー選⼿権⼤会 U14の部　スラローム競技優勝、ト
リック競技優勝、最優秀選手賞受賞 優勝

○ 自動車部 本田宗一郎杯Hondaエコマイレッジチャレンジ2025
第44回全国大会 グループ1中学生クラス 優勝

○ サッカー部 令和7年度第78回東京都中学校サッカー選手権大会 3位
○ 競技スキー部 令和6年度東京都高等学校総合体育大会 スキー男子予選会（学校対抗） 2位
○ 少林寺拳法部 令和7年度第28回東京都高等学校少林寺拳法新人大会 男子自由単独演武の部 優勝
○ 少林寺拳法部 令和7年度第28回東京都高等学校少林寺拳法新人大会 男子団体演武の部 2位

○ アイスホッケー部 令和7年度東京都高等学校総合体育大会アイスホッケー
競技会 優勝

○ アイスホッケー部 第34回関東高等学校スケート競技選手権大会（アイス
ホッケー競技） ベスト4

○ アイスホッケー部 第75回全国高等学校スケート競技・アイスホッケー競
技選手権大会 出場

○ 高1・高2 令和7年度「科学の甲子園東京都大会」 実技競技 1位
○ 少林寺拳法部 令和7年第28回関東高等学校選抜少林寺拳法大会 男子自由単独演武の部 2位
○ 少林寺拳法部 令和7年第28回関東高等学校選抜少林寺拳法大会 男子団体演武の部 8位
○ 吹奏楽部 第49回東京都高等学校アンサンブルコンテスト 木管4重奏 金賞
○ ゴルフ部 全国高等学校ゴルフ選手権春季大会 出場
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12. 大学合格実績一覧（2026年 春）
◎ 国公立大学

大学名
2026 年度合格者数
現役 既卒 合計

愛媛 1 0 1
大阪 3 0 3
九州 1 0 1
京都 1 0 1
神戸 1 0 1
国際教養 2 0 2
埼玉 1 0 1
信州 1 1 2
高崎経済 1 0 1
千葉 1 0 1
筑波 2 0 2
電気通信 1 0 1
東京 9 3 12
東京外国語 3 0 3
東京海洋 1 0 1
東京科学 3 0 3
東京都立 4 1 5
東京農工 5 0 5
東北 2 1 3
名古屋 0 1 1
新潟 1 1 2
一橋 2 1 3
北海道 4 0 4
高知 0 1 1
横浜国立 9 0 9
横浜市立 3 0 3
琉球 1 0 1
合計 63 10 73

　大学受験をチーム戦で乗り切る　
2026 年春の卒業生もこれまでの卒業生と同様に、高い意欲を持ちチームで受験に挑みました。東京大学への進学
者が12 名となるなど、高い成果をあげました。難関にチャレンジする雰囲気が高まってきたためか、GMARCHの
合格者数が減少しています。右下のグラフは各大学に実際に進学した現役生の人数です。

◎ 私立大学
大学名

2026 年度合格者数
現役 既卒 合計

青山学院 35 3 38
亜細亜 1 0 1
岩手医大 0 1 1
嘉悦 1 0 1
学習院 20 2 22
神奈川 3 1 4
関西学院 2 2 4
関東学院 1 0 1
北里 3 0 3
杏林 2 0 2
近畿 3 2 5
慶應義塾 44 16 60
工学院 7 2 9
國學院 1 0 1
国際医療福祉 2 1 3
国士舘 1 0 1
駒澤 0 2 2
産業能率 1 0 1
芝浦工業 20 3 23
順天堂 2 0 2
上智 43 6 49
昭和医科 4 0 4
昭和薬科 1 0 1
成蹊 12 1 13
成城 6 0 6
聖マリアンナ医科 1 0 1
専修 3 4 7
玉川 1 0 1
多摩美術 1 0 1
千葉工業 0 24 24

大学名
2026 年度合格者数
現役 既卒 合計

中央 33 7 40
帝京 2 0 2
東海 11 0 11
東京医科 2 0 2
東京工科 2 0 2
東京工芸 2 0 2
東京慈恵会医科 1 0 1
東京電機 5 3 8
東京都市 18 3 21
東京農業 15 3 18
東京理科 73 16 89
同志社 3 0 3
東邦 2 0 2
東洋 9 2 11
獨協医科 1 0 1
日本 14 7 21
日本医科 1 0 1
藤田医科 3 0 3
法政 26 7 33
星薬科 4 0 4
武蔵 1 2 3
明治 99 25 124
明治学院 16 1 17
明治薬科 1 0 1
横浜美術 0 1 1
酪農学園 3 0 3
立教 24 10 34
立命館 10 0 10
早稲田 72 11 83
合計 674 168 842

難関大学への現役合格者数

国公立大GMARCH 早慶上理ICU

2024年度
（卒業生数230名）
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（卒業生数259名）
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◎ 専門学校・文部科学省管轄外大学
大学名

2026 年度合格者数
現役 既卒 合計

防衛医科大学校 1 1 2
合計 1 1 2

◎ 海外大学合格者（現役のみ）
学校名（国名） 合格者数

レイクフォレストカレッジ（米国） 1
ファーマン大学（米国） 1
キングスカレッジロンドン（英国） 1
サセックス大学（英国） 1
東洋アフリカ研究学院（英国） 1
ウォーリック大学（英国） 1
マンチェスター大学（英国） 1
合計 7

最難関国公立　21名

他国公立
32名

早稲田
23名

慶應義塾
19名

東京理科　4名
青山学院　8名

立教　2名
中央　5名

法政　1名
学習院　2名

東京都市　11名 私大医9名

明治
10名

他　17名

進学準備
50名

上智　11名

高校 73 期進学状況（卒業生数 225 名）

◎ 医学部医学科合格者
大学名

2026 年度合格者数
現役 既卒 合計

愛媛大 1 0 1
琉球大 1 0 1
新潟大 1 1 2
高知大 0 1 1
山梨大 0 1 1
防衛医科大 1 1 2
東京慈恵会医大 1 0 1
順天堂大 2 0 2
日本医科大 1 0 1
昭和医大 3 0 3
東邦大 2 0 2
日本大 1 1 2
国際医療福祉大 2 1 3
東京医科大 2 0 2
杏林大 2 1 3
帝京大 2 0 2
聖マリアンナ医大 1 0 1
東海大 1 0 1
独協医科大 1 0 1
埼玉医科大 0 1 1
藤田医科大 3 0 3
兵庫医科大 0 1 1
愛知医科大 0 1 1
北里大 0 1 1
岩手医大 0 1 1
合計 28 12 40
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13. 指定校推薦主要大学（2025年度）

大 学 名 学　部 学　科 人数
青山学院大学 理工 電気電子工 1

学習院大学
経済 経済 1
理 数 2

北里大学
獣医 動物資源 1
薬 生命創薬科 1

工学院大学

先進工 生命化、応用化、環境化、応用
物理、機械理工 学部で5

工 機械工、機械システム工、電気
電子工 学部で3

建築 まちづくり、建築、建築デザイン 学部で2

情報 情報通信工、コンピュータ科、
情報デザイン科、情報科学科 学部で2

芝浦工業大学

工

機械工学課程　基幹機械コース 1
機械工学課程　先進機械コース 1
物質化学課程　環境・物質工学
コース 1

物質化学課程　化学・生命工学
コース 1

電気電子工学課程　電気・ロボッ
ト工学コース 1

電気電子工学課程　先端電子工
学コース 1

情報・通信工学課程　情報通信
コース 1

情報・通信工学課程　情報工学
コース 1

土木工学課程　都市・環境コース 1

システム理工

情報課程　IoTコース 4
情報課程　ソフトウェアコース 4
情報課程　メディアコース 4
情報課程　データサイエンスコース 4
機械・電気課程　機械・電気コース 1
建築・環境課程　建築コース 2
建築・環境課程　環境・都市コース 2
生命科学課程　生命科学コース 1
生命科学課程　医工学コース 2
生命科学課程　スポーツ工学コース 2
数理科学課程　数理科学コース 1

デザイン工

デザイン工　社会情報システム
コース 1

デザイン工　UXコース 1
デザイン工　プロダクトコース 1

建築

建築SAコース（空間・建築デザ
インコース） 1

建築UAコース（都市・建築デザ
インコース） 1

順天堂大学
医療科 臨床工 1
健康データサイ
エンス 健康データサイエンス 1

上智大学

法 地球環境法 1

理工
物質生命理工 1
機能創造理工 1
情報理工 1

昭和薬科大学 薬 薬（6年制） 2

中央大学

法 法律 1
総合政策 （学科指定なし） 1
経済 （学科指定なし） 1
商 （学科指定なし） 1

東海大学
法 法律 1
情報通信 情報通信 1
工 機械システム工 1

東京都立大学 都市環境 都市基盤環境 1

東京農業大学
農 農、動物科、生物資源開発、デ

ザイン農 各1

応用生物科 農芸化、醸造科、食品安全健康 各1
生命科 バイオサイエンス、分子生命化 各1

大 学 名 学　部 学　科 人数

東京農業大学

生命科 分子微生物 2
地球環境科 造園科、地域創成科 各1

国際食料情報 国際農業開発、食料環境経済、
アグリビジネス、国際食農 各1

生物産業 北方圏農、海洋水産、食香粧化、
自然資源経営 各1

東京薬科大学
薬 （6年制） 2
生命科 （出願時に学科を選択） 2

東京理科大学

A類 理学部第一部 化 1
A類 薬 生命創薬科 1

A類 工
電気工 1
情報工 1

A類 創域理工
生命生物科 1
建築 1

A類 先進工
マテリアル創成工 1
生命システム工 1
機能デザイン工 1

A類 経営
ビジネスエコノミクス 1
国際デザイン経営 1

B類 理学部第一部 （数、物理、化、応用数、応用化） 1

A類 創成情報
情報理工 C系 1
情報理工 D系 1

東邦大学 理

化 1
生物 1
生物分子科 1
物理 1
情報科 2
生命圏環境科 1

日本大学

文理
英文 1
数学 1

法
法律（法曹コース）、法律、政治
経済、新聞、経営法、公共政策、
法律（第二部）

のうちから1

生産工
機械工、電気電子工、土木工、
建築工、応用分子化、マネジメ
ント工、数理情報工、環境安全工、
創生デザイン

のうちから1

理工
精密機械工、航空宇宙工、機械工、
電気工、物理、電子工、物質応
用化、土木工、交通システム工

のうちから1

松戸歯 若干名

法政大学
理工 （機械工学科航空操縦学専修を除

く学科指定なし） 1

生命科 応用植物科 1

武蔵大学 国際教養
国際教養（経済経営学専攻） 1
国際教養（グローバルスタディー
ズ専攻） 1

明治大学
理工

機械工学科 1
機械情報工学科 1
建築学科 1
情報科学科 1

総合数理 ネットワークデザイン 1

明治学院大学
経済

経済 1
国際経営 1

法 法律 1
心理 教育発達 1

明治薬科大学 薬
薬（6年制） 1
生命創薬科（4年制） 1

横浜市立大学
国際商 国際商 1
データサイエンス データサイエンス 1

立教大学 理 物理 1

早稲田大学
文 1
文化構想 1
商 1

　指定校推薦枠の総数は 300 名以上　
例年、多くの有名大学から指定校枠をいただいており、近年では医歯薬系の枠が増えています。しかしながら、
指定校推薦の希望者が募集枠に達するのは早稲田大学などごく一部の大学のみで、他大学については定員に達し
ない状況が続いています。
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14. 中学入試問題　出題のねらい・講評と難易度（2026年度）
● 2026 年度　中学入試　第 1 回　国語　設問別得点率　

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 45％ 51％ 論理的な文章をしっかりと読
み、文章の構成や指示内容など
を読み取る力が身についている
かどうかを狙いとした。難易度
は高くない文章だが、国語の基
本である文章を正確に読む力が
あるかどうかを大切にしたい。

解答の根拠が傍線部の近くに見
つけられれば正答を選ぶことが
できたと思う。基本的な難易度
の文章をきちんと読む力はある
と感じた。一方脱文挿入の問題
の正答率は低く、さらに記述の
問いでは書くべきことをかなり
限定して問題文で指示をした
が、きちんと解答できていない
ものが多かった。選択肢を選ぶ
のではなく、しっかりと自分の
言葉で表現する訓練も必要だろ
う。

問 2 A 69％ 73％
B 69％ 73％
C 80％ 84％

問 3 93％ 93％
問 4 92％ 97％
問 5 85％ 90％
問 6 93％ 96％
問 7 A 89％ 92％

B 36％ 47％
C 70％ 74％

問 8 58％ 67％
問 9 22％ 24％
問 10 83％ 89％

2

問 1 59％ 69％ 僕を中心に、祖父・父・伯父な
どの登場人物とそれぞれの関係
を正確におさえたうえで、それ
ぞれの心情を読み取る必要があ
り、全体的に難度の高い設問
だった。特に、僕の祖父に対す
る心情、祖父の伯父に対する心
情、父の祖父に対する心情を読
み取ることがポイント。一行空
きで分かれた三つの場面を関連
づけて読む必要もあり、制限時
間内での正確な読解が求められ
た。

問3の語句は見慣れないものが
多かったと思うが、文脈から判
断してほしい。問5・問6・問
9は、一行空きで分かれた他の
場面を参照する必要があり、そ
の分難度が高かった。場面をま
たいで同じような描写がある場
合には、必ず何かしらの関連性
があるはずなので注意したい。
問7・問8などの標準的な設問
で取りこぼしがないようにした
い。

問 2 A 72％ 72％
B 67％ 67％
C 77％ 80％
D 72％ 70％

問 3 ア 11％ 9％
イ 90％ 90％
ウ 86％ 90％

問 4 31％ 34％
問 5 35％ 44％
問 6 47％ 54％
問 7 63％ 70％
問 8 68％ 72％
問 9 31％ 26％
問 10 X 47％ 58％

Y 46％ 54％

3

問 1 76％ 81％ 過去の傾向ともよく合致する、
標準的な詩の出題であった。時
間や労力を浪費しなくて済むよ
う、短く簡潔で平易なテクスト
を選び、設問中に読解の手がか
りとなるヒントも配するなど、
懇切な出題であった。

ミクロな問いにつよく、マクロ
な問いによわい、という受験生
が予想以上に目につく結果で
あったが、入学後はまさにマク
ロな把握力こそが求められるの
で、次年度以降も留意していき
たい。

問 2 64％ 72％

問 3 23％ 28％

問 4 わたし 66％ 74％

問 4 あなた 12％ 10％

問 5 63％ 67％

4

問 1 1 79％ 90％ 漢字は四字熟語、同音異義語、
訓読みの文字などを中心に漢字
自体は難しくなくても語彙レベ
ルが高いものを出題した。
問2は熟語の構成。漢文を読ん
だりする上でも必須なので、小
学生のうちから意識してほしい
問題だ。

漢字は概ねよく勉強してきてい
ると感じた。熟語の構成に関し
ては「同義」「対義」のものはよ
くできているが、それ以外は普
段から意識していないと感じら
れる。

2 34％ 42％
3 79％ 87％
4 80％ 91％
5 91％ 96％

問 2 A 55％ 71％
B 90％ 93％
C 47％ 57％
D 32％ 42％
E 95％ 98％
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● 2026 年度　中学入試　第 1 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

（1） 82％ 86％ 基本的な計算力と、特殊算の基
本的な力があるかを確かめる小
問集合。四則演算、相当算、流
水算、つるかめ算、平面図形、
空間図形、場合の数を出題した。
種々の問題を速く正確に処理す
る能力を問うものである。

多くの受験生がこの大問1で得
点を伸ばしており、この大問を
どれだけ確実に得点できるかが
合否に大きく影響してくる。問
8の記述については、模範解答
のとおり、根拠を端的に書ける
ようにしておくとよい。

（2） 84％ 83％
（3） 90％ 94％
（4） 91％ 96％
（5） 89％ 91％
（6） 67％ 79％
（7） 58％ 66％
（8） 49％ 56％

2

（1） 86％ 97％

食塩水の濃度に関する問題で
あった。問1は基本問題で、問
2が複数の食塩水が登場する応
用問題となっている。適切に図
をかけるかがポイントとなって
いる。

問1は確実に得点したいところ
であり、多くの受験生が正解し
ていた。問2を正解するには出
題のねらいにあるとおり、条件
に合うように図を適切にかかな
ければならない。日頃から図を
かく練習をしている受験生が得
点できているのだと思われる。

（2） 44％ 60％

3

（1） 62％ 81％
本校では特徴的な平面図形と比
を絡めた標準的な問題である。
問1、問2、問3を通して、長
方形の面積とその他の図形との
面積比を導く問題である。問1
で補助線を引き、相似な三角形
から線分比を求めることができ
れば、問2、問3も解くことが
できるだろう。

平行四辺形は本校の入試問題で
もよく出題される図形であり、
過去問によく取り組んでいる受
験生は正解しやすかったと思
う。合格者と全受験生の得点率
の差が20％近くあるのは、過
去問への取り組み度合によるも
のと思われる。

（2） 50％ 71％

（3） 51％ 76％

4

（1） 79％ 87％
いくつかの円を組み合わせた図
形の色の塗り方に関する問題で
あった。色の塗り方のルールを
理解し、適切に場合分けをでき
るかが問1、問2のポイントと
なる。問3は条件にあう色の塗
り方が分かれば、あとは面積を
計算するだけだが、計算の工夫
が可能であり、それに気づける
かがポイントとなる。

問1、問2はそれほど場合の数
は多くないため、すべてのパ
ターンを書き出した受験生もい
ただろう。また問3は色の塗り
方が分かっても、ドーナツ型の
面積を求める計算で手こずった
受験生もいたと思われる。ドー
ナツ型の面積はよく平面図形に
出てくるので、慣れておいてほ
しい。

（2） 47％ 62％

（3） 32％ 47％

5

（1） 54％ 70％

問1が面積比の問題、問2が回
転体の体積の問題であった。問
1は2つの図形が合同であるこ
とを利用して面積比を求められ
るか、問2は回転体の体積を求
めるのに必要な情報を、平面図
形の知識を用いて導き出せるか
がポイントとなる。

2つの合同な図形は、重なって
いない部分どうしの面積が等し
いというのは、中学入試ではよ
くでてくるのでぜひ押さえてお
いてほしい。問2は15度や30
度を含む三角形の平面図形の話
から、回転体の体積の話になる
複合的な問題で難易度は高い。
しかしこの1問で様々な図形に
関する理解を深めることができ
るので、これからの受験生には
ぜひ取り組んでもらいたい1題
となっている。

（2） 5％ 8％
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● 2026 年度　中学入試　第 1 回　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 （1)アイ 60％ 63％ 農林水産省の資料や食料自給
率の年推移などを元に出題し
た。設問に対して、資料の数値
をしっかり読み取る判断を求め
た。オーソドックスな資料判別
問題（家畜の飼養数や養殖量）
も出題した。

論述問題（問3（2）・問6）では、
聞かれていることに正確に答え
られていない解答が多かった。
設問が何を聞いているのかを
しっかり把握した上で資料を読
み取ることができるようにした
い。

（2） 29％ 39％
問 2 カキ 3％ 8％
問 3 （1） 76％ 83％

（2） 3％ 6％
（3） 73％ 74％

問 4 サシ 40％ 48％
問 5 94％ 93％
問 6 17％ 23％
問 7 49％ 49％

2

問 1 81％ 88％ 例年と似たようなカード形式で
の出題。基本的な知識の習得を
前提として、正誤問題や並び替
えの問題を出題した。複数の知
識の組み合わせや正確な読み込
みを正誤文では求めた。

問6と問13は毎年のように出
題している形式。知識自体も基
本的な事項なので高い正答率と
なっている。小問ごとも高い正
答率となり、大問2の平均得点
率も6割を超えている。しかし
ながらその中でも漢字のミスが
かなり多くもったいなかった。

問 2 （1） 65％ 77％
（2） 52％ 69％

問 3 79％ 84％
問 4 57％ 69％
問 5 46％ 48％
問 6 96％ 98％
問 7 81％ 83％
問 8 （1） 56％ 66％

（2） 62％ 70％
問 9 62％ 66％
問 10 42％ 53％
問 11 44％ 52％
問 12 44％ 51％
問 13 91％ 96％
問 14（1） 79％ 86％

（2） 55％ 60％

3

問 1 97％ 100％ 基本的な内容をしっかり理解で
きているか、社会科の各分野と
の関連が理解できているか、時
事的な問題へ関心をもっている
かを確認した。

概ね受験者全体が基礎的な内容
を理解していた。一方で問3の
ように参議院選挙の時事的な
データ、問9の板垣退助のよう
な他分野への理解、問12（1）
の立法の仕組みなどで合否を分
けた。過去問の研究を早めに行
い、対策をとることが大事であ
る。

問 2 75％ 83％
問 3 64％ 73％
問 4 89％ 98％
問 5 85％ 91％
問 6 81％ 82％
問 7 87％ 88％
問 8 62％ 67％
問 9 69％ 78％
問 10 87％ 93％
問 11（1） 18％ 22％

（2） 64％ 71％
問 12（1） 43％ 50％

（2） 2％ 3％
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● 2026 年度　中学入試　第 1 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 （1） 43％ 52％ 食物消化と血液循環を主として
人体のつくりとはたらきの理解
を問うた。
突飛な知識は知っている必要は
ない。しかし、たとえば解答個
数の指定がない記号選択式の問
1のように、生半可な理解では
正答が見出しづらいであろう問
いも含んでいる。

各種の知識を習得するとき、一
問一答式に覚えて断片的に理解
することで終わりにせず、一つ
の現象を流れとして説明するな
ど、全体像を明確にとらえるよ
う努力してほしい。
全体にかなり実力差がついたな
かで、合格答案は、しっかりし
た理解に到達していることをう
かがわせるものがあって、頼も
しい。

（2） 32％ 49％
（3） 43％ 61％

問 2 13％ 13％
問 3 84％ 90％
問 4 89％ 97％
問 5 60％ 70％
問 6 （1） 60％ 74％

（2） 42％ 60％
（3） 29％ 42％

2

問 1 98％ 100％ 火山に関する理解を問うた。入
試に関する基本的な知識に関す
る出題が多いため、受験勉強の
成果を出しやすい出題である。

受験勉強をしっかりとしてきて
いる受験生にとっては、初見の
事項はなかったのではないかと
思われる。仮に知らない事柄が
あったとしても、リード文（会
話文）がヒントになる部分も多
く、それをしっかりと読んで理
解する力があるかどうかも同時
に問う形となっている。

問 2 74％ 79％
問 3 19％ 29％
問 4 24％ 28％
問 5 63％ 70％
問 6 68％ 69％
問 7 55％ 68％
問 8 98％ 99％
問 9 57％ 63％

3

問 1 71％ 78％ 金属と酸素が反応することを酸
化という。また、酸化物が元の
金属に戻ることを還元という。
酸化によって生成する物質には
どんなものがあるだろうか。反
応の前後での重さはどのように
変化するのだろうか。以上のよ
うな酸化還元反応をするときの
規則性について、実験デ－タか
ら量的な計算が出来るかどう
か、基本的な知識が身について
いるかを問う問題である。

酸化還元反応について、問うて
いる。問5は予想より出来てい
なかった。金属全般について問
うているが、受験生には難し
かったようだ。設問によって、
出来不出来の差が大きく、問
題文をきちんと読解できるかど
うかで差がでたと思われる。読
解力をつける学習が必要と感じ
る。

問 2 94％ 99％

問 3 40％ 54％

問 4 55％ 70％

問 5 13％ 22％

問 6 32％ 41％

問 7 62％ 72％

4

問 1 （1） 91％ 98％ 受験生にはあまりなじみはない
であろう「記録タイマー」を敢
えて題材にして、知識のレベル
よりは、問題文をよく読みなが
ら条件を整理、測定結果を、力
と運動の関係から適切に解釈で
きるかを問うことを狙いとし
た。

問題で説明されている通りの内
容について問う問題に対しては
得点率が高いが、それをもとに
もう一段階、力と運動の関係を
考察して逆算的に思考するなど
の必要のある問いではで明確に
得点率の開きが出た。

（2） 81％ 91％

問 2 51％ 53％

問 3 （1） 36％ 43％

（2） 40％ 46％

（3） 75％ 80％
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● 2026 年度　中学入試　第 2 回　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 43％ 51％ 新傾向のマルチ・テクスト問題
で、過去問題からの予想、対策
は困難ながら、受験生の地頭や
読解力の根幹を問うことをね
らった。新旧にわたる複数テク
ストを読み比べ、異同を頭で整
理しながら考える力が求められ
た。

微細な難問にも予想以上によく
正答できていた一方で、巨視的
にながめ大局をつかむタイプの
問題となるとてきめんに苦戦す
る受験生が数多く見受けられ
た。

問 2 92％ 96％
問 3 60％ 76％
問 4 59％ 70％
問 5 39％ 40％
問 6 72％ 89％
問 7 50％ 59％
問 8 54％ 68％
問 9 67％ 84％
問 10 57％ 73％

2

問 1 a 83％ 88％ 例年、何題か出題されている、
少し古い文章からの問題であっ
た。今回もおおよそ大正時代を
舞台にした作品であったが、そ
ういう作品を読み慣れているか
どうかで差がついたと思う。

概ね解答の根拠が遠かったもの
は得点率が低く、近かったもの
は高かった。問3のように少し
とんちが効いた問題も出してみ
たが、思いのほか得点率が低かっ
た。横書きの文字を右から読ん
でいた時代があった、というこ
とを知っていれば簡単だった。
また、問9のような全体を俯瞰
する問題についてきてほしかっ
た。

b 87％ 90％
問 2 （1） 49％ 60％

（2） 84％ 91％
（3） 72％ 78％

問 3 29％ 40％
問 4 78％ 89％
問 5 58％ 68％
問 6 28％ 34％
問 7 80％ 91％
問 8 86％ 98％
問 9 24％ 35％

3

問 1 56％ 65％
目に見えるものだけが全てでは
なく、その裏側に本質が隠れて
いることを伝える牟礼慶子の口
語自由詩からの出題。鮮明なイ
メージを喚起する言葉選びと静
かな心情の吐露に作者のメッ
セージを読み取りたい。

問1は詩の形式を問う定番の
出題だったが、選択肢の五七・
七五調のリズムに気付けない解
答も多かった。全体にオーソ
ドックスな出題であったが、特
に詩の場合比喩の解釈がカギと
なる。また、今回最も回答率が
低かったのは詩のタイトルを問
う問5。作品の核心となる言葉
や情景、印象的なフレーズを用
いることが多く、詩を読む際に
はタイトルを意識することを心
掛けて欲しい。

問 2 58％ 68％

問 3 59％ 69％

問 4 63％ 74％

問 5 8％ 9％

4

問 1 1 85％ 90％ 漢字は四字熟語、同音異義語、
訓読みの文字などを中心に漢字
自体は難しくなくても語彙レベ
ルが高いものを出題した。
問2はことわざ。少しひねって、
対義のものも出題し、より深い
知識の定着を問うた。

漢字は語彙レベルがそれ程低い
ものではなかったが、よく書け
ていた。特に同音異義語に関し
てはよく勉強してきている。
またことわざに関してもよく勉
強してきていることが伺える。
本校の問題傾向から言えば、漢
字の部首や字義系統の問題と定
着率にかなり差があると言え
る。

2 43％ 51％
3 66％ 82％
4 83％ 86％
5 97％ 99％

問 2 1（Ⅰ） 90％ 96％
1（Ⅱ） 89％ 95％
2（Ⅰ） 99％ 99％
2（Ⅱ） 91％ 96％
3（Ⅰ） 98％ 99％
3（Ⅱ） 91％ 97％
4（Ⅰ） 96％ 97％
4（Ⅱ） 88％ 94％
5（Ⅰ） 97％ 98％
5（Ⅱ） 91％ 95％
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● 2026 年度　中学入試　第 2 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

（1） 96％ 98％ 計算・逆算から、仕事算や売
買（数量と売上）などの文章題、
最小の分数、組合せ、角度情報
を使う面積、直方体の切断によ
る体積比までを短問で広く出
し、条件整理→式化→正確に処
理する総合的な基礎力を測る。

前半の計算・逆算で確実に得点
し、仕事算は「全体を1」として
式を立て切れたかがポイント。
分数の最小化や組合せは条件整
理の丁寧さが必要。問7は角度
の和に気づき図形を回転させて
1つのまとまりにする力、問8
は切断後の体積比を相似で捉え
られるかがカギ。

（2） 95％ 98％
（3） 91％ 95％
（4） 94％ 98％
（5） 90％ 96％
（6） 34％ 53％
（7） 20％ 34％
（8） 76％ 88％

2

（1） 95％ 98％
平行四辺形内の分点と交点を題
材に、相似・平行線の性質と「比」
を軸にした追跡力を問う。部分
の長さ比を連鎖させて求め、さ
らに面積比へつなげる“図形の
比の一貫処理”ができるかを見
る。

平行線・相似を押さえたうえ
で“同一直線上の比”にそろえ
ると見通しがよい。問1は中点
や分点の位置取りを図に書き込
み、比を連鎖させるのが肝。問
2は点の順を取り違えやすく、
約分しながら進めると安定。問
3では長さ比→面積比への変換
を意識できたかで差がつく。

（2） 88％ 97％

（3） 44％ 66％

3

（1） 87％ 96％

座席配置の条件（端の席指定、
隣りの定義、特定の2人を隣に
する等）を正確に読み取り、場
合分けと順列で数え上げる力を
測る。追加条件（隣にならない）
では補集合や排除の考えで整理
できるかを見る。

座席配置は条件の読み違いが起
こりやすい。図に状況を書き込
み、場合分けの基準を先に決め
たい。『隣にする』は一塊にし
て順列で数え、『隣にならない』
は全体−隣になる場合（左右ど
ちらの隣かも区別）で処理する
と重複を防げる。

（2） 26％ 43％

4

（1） 89％ 95％
立方体をつなぐと重なる部分の
部材が共有される設定を通し
て、重複を意識した数え上げ
（辺・頂点）を問う。さらに三
面図（上・正面・右）から立体
構成を復元し、空間把握と体系
的カウント力を測る。

竹ひご・ねんど玉の立方体は、
つなげると辺や頂点が共有され
るため単純加算は危険。基準の
立方体を考え他のパーツを付け
足していくと良い。三面図は配
置を仮定→上・正面・右で矛盾
チェックの往復が有効で、見え
ない部分を想像で埋めると崩れ
やすい。

（2） 80％ 89％

（3） 29％ 44％

5

（1） 54％ 73％

独自ルールの操作（割る→四捨
五入→倍→余り加算）で定義さ
れた数を扱い、手順を正しく実
行する力と、規則性（周期・増
え方）を見抜いて総和や最小の
条件達成を効率よく求める力を
測る。

手順計算は②の四捨五入で値が
飛ぶため、思い込みで式変形す
ると崩れる。まずはいくつか試
して対応表を作るのが近道。規
則が見えたら周期性を使い、総
和や最小条件をまとめて処理で
きる。計算は手順番号を追って
丁寧に。0.5付近の境界処理（切
り上げ／切り捨て）に注意。

（2） 19％ 32％
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大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 71％ 77％ 植物の光合成を題材にした問題
である。問1、問4は教科書の
知識が定着しているか問う知識
問題。問2、問3、問5～9はリー
ド文から最適解を導き出す能力
があるか否かの確認する問題で
ある。問10の計算問題も混在
し、複合的な能力を試している。

基本的な知識がある。特に合格
者はしっかりと用語を覚えてき
ている。
実験考察問について、リード文
をしっかり読み解き、最適解を
導き出す能力がある。
計算問題について、文章から計
算式を立て、解法を導き出す能
力が必要。

問 2 95％ 97％
問 3 97％ 99％
問 4 73％ 84％
問 5 77％ 81％
問 6 89％ 94％
問 7 96％ 97％
問 8 99％ 100％
問 9 96％ 98％
問 10 47％ 55％

2

問 1 97％ 98％ 現在生息しているブナの葉と、
ブナをはじめとする植物の葉の
化石を比較し、過去の気候（気
温）を推定してみる問題である。
問1～問3については、基本的
な化石の知識を問う問題である
が、問4～問8については、与
えられている図や文章を正しく
理解することで答えを導く問題
になっている。

問1～問3までは得点率が高く、
化石についての基本的な理解は
できていることがわかる。問6
は計算ミスなどにより、若干、
得点率が低くなっている。ま
た、問8は正しく計算できてい
なかったり、図や文章を正しく
理解できていなかったりするた
め、若干、得点率が低くなって
いる。ただ、全体的には想定し
ていたよりはるかに高い得点率
であった。

問 2 97％ 99％

問 3 85％ 93％

問 4 91％ 94％

問 5 97％ 98％

問 6 67％ 77％

問 7 75％ 85％

問 8 62％ 75％

3

問 1 88％ 91％ 酸とアルカリの中和の関係性・
その中和により生成する物質の
質量の関係性を表から読みと
り、計算に活かすことができる
かどうかを問うた問題である。

情報を表から読み取り、整理し
ていくことができる受験生が多
かった。その情報を読み取りな
がら、計算過程が増えていくに
つれて、正答率が下がっている
が、それでも対応できている生
徒が多かった。
問4～問6（1～3）では、正答
率にばらつきがあり、差のつく
問題となった。

問 2 96％ 98％

問 3 85％ 92％

問 4 84％ 93％

問 5 65％ 79％

問 6 （1） 84％ 94％

（2） 52％ 74％

（3） 36％ 56％

4

問 1 97％ 99％ 光の進み方（直進・反射・屈折）
について、前半は基本事項を理
解しているかを、後半は与えら
れた式を利用して問われている
値を導けるかを問うようにし
た。問1～問4までは完答を目
指してほしい。問5と問6は問
題文をしっかり読めば、難しく
ないと思われる。問7は三角形
の斜辺が半径となることに気が
つけばよい。

いずれの問いも想定していたよ
りはるかに高い得点率であっ
た。初めて見る問題であっても、
問題文をしっかり読み取る力が
備わっていると感じた。しかし
ながら、問3の得点率が最も低
かったのは意外であった。質問
の仕方に慣れていなかったかも
しれない。

問 2 97％ 98％

問 3 59％ 69％

問 4 82％ 90％

問 5 94％ 97％

問 6 （1） 89％ 98％

（2） 79％ 92％

問 7 75％ 88％
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● 2026 年度　中学入試　第 3 回・グローバル　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 30％ 43％ 経験・環境や固定観念などによ
り無意識に形成され、日常生活
の様々な場面に影響する「バイ
アス」を論じた文章からの出題。
「フレーミング」「係留と調整の
バイアス」という耳慣れない言
葉は多少硬質な感じはすると思
うが、具体例も豊富で抽象的な
表現も少ない論説文で読み易
かったと思われる。

問1の脱文挿入は今回のように
具体例が脱文になることが多
い。段落の切り替わりをおさえ
て読むことが大切。本文の内容
から図表の数値を捉える問3、
筆者の主張理解を具体例で問う
問5・問8などは回答率も高かっ
たが、問6の記述は今回も低調。
キーワードの重複を避け、主張
を凝縮した言い換えなどに留意
して指定文字数に収める工夫が
求められる。

問 2 （1） 54％ 70％

（2） 72％ 78％

問 3 72％ 83％

問 4 51％ 71％

問 5 70％ 66％

問 6 28％ 40％

問 7 65％ 80％

問 8 84％ 95％

2

問 1 34％ 53％ 異性の立場に立って、場面状況
や背景描写、台詞から微細な気
持ちの変化を読み取ることがで
きるか。また、時代背景が古い
ものでも、細かい文章の描写か
ら登場人物が置かれている立場
や心理を正確に読み取ることが
出来るかを測る。

設問の半数で、合格者と全受験
者の平均点の差を出せたのは良
かったと思う。中盤以降の文章
読解の中心となる設問において
正解率が50パーセントを切る
問題が複数見られ、登場人物の
心理や作品テーマがつかみきれ
ていないと感じる。

問 2 76％ 86％
問 3 83％ 87％
問 4 54％ 57％
問 5 45％ 62％
問 6 45％ 49％
問 7 32％ 39％
問 8 はじまり 44％ 60％

おわり 17％ 22％
問 9 23％ 39％
問 10 39％ 50％

3

問 1 62％ 71％ 基本的な詩の形式や表現技法を
問う問題、内容解釈の問題など
基本的な知識・理解を問うこと
をねらいとして出題した。出典
は教科書にも掲載されるような
有名な詩から出題をした。

問1のような詩の形式を問う問
題は頻出である。その中で理解
が不十分な解答が散見された。
しっかりと韻文の学習をするだ
けではなく、普段から詩を読む
機会を増やしてもらいたい。

問 2 40％ 39％

問 3 63％ 73％

問 4 33％ 38％

問 5 48％ 49％

4

問 1 1 51％ 57％ 漢字の書取りについては、漢字
自体の難しさより、語彙として
適度に難しいものを選ぶように
している。
部首の問題は説明会等でお知ら
せしているとおり、毎年どこか
の回で出題するようにしてい
る。なぜなら、漢字の学習には、
大きな意味を表す部首の知識が
必要だから。

特に部首の問題は対策していれ
ば点が取れる傾向にある（当然
だが）。部首・部首名は知って
いても意味は知らないというも
のがあれば、ぜひ漢和辞典など
で意味を調べておいてほしい。

2 69％ 79％
3 85％ 92％
4 66％ 68％
5 41％ 51％

問 2 アⅠ 85％ 88％
アⅡ 65％ 75％
イⅠ 56％ 63％
イⅡ 21％ 30％
ウⅠ 87％ 95％
ウⅡ 75％ 84％
エⅠ 79％ 88％
エⅡ 41％ 54％
オⅠ 56％ 75％
オⅡ 57％ 71％
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大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

（1） 92％ 95％ 基本的な計算力と、特殊算の基
本的な力があるかを確かめる小
問集合。四則演算、過不足算、
食塩水の濃度、整数、場合の数、
平面図形、空間図形を出題した。
種々の問題を早く正確に処理す
る能力を問うものである。

例年に比べると、解きやすい問
題が多かったため、得点率が全
体的に高かった。問6はすべて
の正方形を数え切れていないた
め、また問8は表面積を求める
ときの計算ミスのために、他の
問題より多少得点率が低かっ
た。

（2） 82％ 93％
（3） 92％ 96％
（4） 97％ 100％
（5） 83％ 96％
（6） 59％ 83％
（7） 68％ 72％
（8） 59％ 71％

2

（1） 91％ 100％

本校の入試では典型的な平面図
形の問題。相似比から辺の比を
求めるなど基本的な知識や考え
を問う標準的な問題である。問
題の条件に加えて補助線などを
利用し、辺の比や面積の比を求
めて進めていくことができるか
がポイントとなる。

問1は問題文の2つの条件から
辺の比を求める基本問題であ
り、得点率は高かった。問2の
面積比の問題も問1の結果を利
用し、補助線を利用して求める
問題であり、受験生にとっては
解きやすい問題であった。

（2） 70％ 89％

3

（1） 92％ 97％

特殊算の複合問題。問1は
ニュートン算の基本問題。問2
は問題文を整理し、面積図など
を利用してつるかめ算の考え方
で解く標準的な問題である。

問1、問2ともに問題文を整理
し、面積図などを利用して適切
に解き、得点に繋げている受験
生が多かった。合格を勝ち取る
ためには確実に得点したい問題
である。（2） 75％ 89％

4

（1） 44％ 70％

整数の問題である。問1はカー
ドの並べ方を問う場合の数の標
準問題。問2はAの条件を図や
最小公倍数の考え方から式を作
り、求める問題。問3は問2の
結果からBの条件を整理し、B
の各位を見つけていく問題で
あった。

問1はA、Bそれぞれ各位の数
の選び方を求めてかけて解く基
本問題であったが想定より得点
率は低かった。問2は最小公倍
数の考えに気づかず、つまずく
受験生が多かった。問3は問2
の結果に加えて、さらに場合分
けをおこなって解く問題であっ
たため、さらい低い得点率と
なった。

（2） 45％ 83％

（3） 29％ 62％

5

（1） 40％ 68％
問題文のルールに従って、立方
体の面をくっつけ、問題文の条
件に合う立体の表面積を求める
問題である。条件に合う立体を
適切な図をイメージして考える
ことができるかがポイントとな
る問題である。

問1と問2は問題の条件に合っ
た立体がイメージし易い問題で
あったが、想定より多少低い
得点率であった。逆に問3はイ
メージしにくい難易度の高い問
題であったが、図などを利用し、
理由まで適切に求めている受験
生が想定より多かった。

（2） 53％ 72％

（3） 39％ 56％
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大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 （1） 51％ 67％ 気候温暖化問題を取り上げた新
聞記事をもとに出題し、ブナの
材質の特徴や熱中症についての
基本知識、宮沢賢治の詩など、
幅広く出題した。地理に関する
知識問題は基本的な知識を問う
内容とした。

過去問で出題している「泥炭地」
や「エルニーニョ現象」などの
問題は確実に解答してほしい。
「イノベーション」の正答率は
数％に止まっており、もう少し
時事問題に関心をもって受験に
臨んでほしい。

（2） 22％ 25％
問 2 （1） 88％ 89％

（2） 49％ 75％
問 3 58％ 72％
問 4 41％ 59％
問 5 50％ 56％
問 6 a 52％ 67％

b 3％ 5％
問 7 71％ 85％
問 8 12％ 13％
問 9 a 79％ 97％

b 51％ 67％
問 10 33％ 36％

2

問 1 （1） 68％ 75％ 国宝である5つの城の所在地を
地図で示し、城に関連する人物
や所在地にまつわる歴史事項を
近現代までの範囲にわたって出
題・確認した。地理分野の基礎
力とともに、近現代までの歴史
的総合力を求めた。

単答式問題では、比較的高い得
点率となった一方で、正誤選択
問題や年代整序問題において得
点率の低さが見られた。歴史的
基本事項をそれぞれ関連づけて
整理するとともに、歴史の流れ
を重視した学習を継続するよう
期待したい。また、歴史分野の
基本事項については、漢字によ
る正確な記述力が必要である。

（2） 12％ 13％
（3） 60％ 77％

問 2 （1） 29％ 46％
（2） 82％ 84％

問 3 （1） 39％ 56％
（2） 63％ 72％

問 4 （1） 26％ 21％
（2） 55％ 75％
（3） 62％ 69％

問 5 （1） 54％ 66％
（2） 83％ 93％

3

問 1 （1） 88％ 98％ 受験勉強の傍らに、時事問題に
目を向けてニュース等を見てい
るかを1つの軸とした。普段、
当たり前のようにある生活の中
でいかに興味を持って調べ学習
をしているかどうかが鍵とな
る。勉強の中で意味が分からな
い言葉や制度等は自分で探究す
る時間を取ってほしい。

正解率が高い問題と低い問題に
はっきりと分かれた。現在、消
費税が何％なのか知らない受験
生が半分いるということに驚い
ている。覚えないといけない単
語はしっかり覚えているが、少
し応用的に聞くと正答率が下
がっているイメージである。一
般的な聞かれた方ではない聞か
れ方も自分で想定して多角的に
考えていく必要がある。

（2） 94％ 100％
問 2 26％ 31％
問 3 26％ 39％
問 4 78％ 77％
問 5 65％ 70％
問 6 （1） 71％ 84％

（2） 43％ 61％
問 7 96％ 97％
問 8 75％ 84％
問 9 A 65％ 64％

B 7％ 11％
C 34％ 52％

問 10 43％ 54％
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● 2026 年度　中学入試　第 3 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 96％ 95％ ホタルの行動から動物の生態理
解を題材にした問題である。問
1、問2、問4は教科書の知識
が定着しているか問う知識問
題。問3、問5、問6は文章の
読み解きができるか確認する問
題。問7、8はリード文から最
適解を導き出す能力があるか否
かの確認するため問題を出題し
た。

基本的な知識はあるが、問4の
ように、間接的に知識を問う問
題に難があった。リード文から
知識を紐づける能力が必要。文
章の読み解き問題や実験考察問
題も同様に、一部、既知の内容
でない場合にもリード文からヒ
ントを探して解答を導く能力が
必要。

問 2 90％ 97％

問 3 73％ 85％

問 4 51％ 54％

問 5 63％ 74％

問 6 85％ 90％

問 7 36％ 52％

問 8 58％ 69％

2

問 1 88％ 97％〔Ⅰ〕については、可視光線で
観測する望遠鏡以外に、電波望
遠鏡があることを題材にして、
身近なレントゲン検査や赤外線
カメラから電磁波の種類や、ブ
ラックホールが撮影されたこと
がニュースになったことから、
ブラックホールについて問う
問題である。〔Ⅱ〕については、
南半球での星空の見え方を含め
て、星の動きについて問う問題
である。

問3は恒星のことを問う問題で
あるが、若干、得点率が低くなっ
ている。知らなかったことが多
かったようである。問4の星座
名を問う問題の得点率は高い
が、問5や問6のような星の動
きを問う問題の得点率は低い。
実際の星空を眺めたことがあれ
ば、正しく答えられたのではな
いかと考えられる。また、問7
や問9のような南半球での星空
の見え方を問う問題は、南半球
のイメージを持つことが難しい
ため、得点率は低い。問8は、
オリオン座の三ツ星は、春分や
秋分の日の太陽が通る経路と同
じ動きをすることを知らないと
解けない問題である。

問 2 57％ 77％

問 3 24％ 31％

問 4 87％ 93％

問 5 66％ 67％

問 6 32％ 38％

問 7 21％ 30％

問 8 29％ 38％

問 9 39％ 54％

3

問 1 A 98％ 100％ 気体をテーマに気体の性質や気
体の密度に関する問題を出題。
気体の基本的な知識と計算力を
はかることをねらいとした。

概ね想定通りの結果となった。
問4までは典型的な問題である
が、そこから条件を複雑化した
ときに落とさずついてこられる
かが合格へのポイントである。
せっかく計算が解けても小数点
の位置がずれてしまえば不正解
となってしまうので、計算が終
わっても油断せずに解答用紙に
答えを書いてほしい。

B 86％ 90％
C 96％ 100％
D 94％ 98％

問 2 86％ 98％
問 3 67％ 79％
問 4 58％ 77％
問 5 27％ 46％
問 6 67％ 85％
問 7 36％ 62％

4

問 1 83％ 95％ 電池と電球の接続のしかたと電
球の明るさの関係を理解できて
いるか確認する。問題文を読み
取って、図2の回路と図3の回
路が同等に考えられること、ま
た、図4の回路も結局同等であ
ることに気づくことができるか
どうかがポイントとなる。

前半は基本的な回路での出題
となったため、よくできてい
た。後半の複雑な回路では、問
題文から図2、図3の回路と同
等にみなすことができることに
気づいた受験生は少なかったよ
うだ。文章を読んで、しっかり
と頭で考えて解答してもらいた
い。

問 2 50％ 67％
問 3 72％ 80％
問 4 94％ 100％
問 5 18％ 28％
問 6 14％ 20％
問 7 12％ 23％
問 8 13％ 16％
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● 2026 年度　中学入試　第 4 回　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 A 65％ 83％ 論理的な文章の大問として、指
示語の内容把握、接続語の用法
理解、短文の内容説明、全体の
主旨理解を問うものなど、オー
ソドックスな出題を心がけた。

出題のねらいにも書いたが、論
理的な文章から作られるオーソ
ドックスな問題にきちんと対応
できていたかが合否の分かれ目
になったようだ。記述問題は第
1～3回と大きく難易度を変え
てはいないが合格者も含めて非
常に得点率が低くなった。受験
生には何を問われ何を答えるべ
きかをきちんと考える力をつけ
て入試に臨んでもらいたい。

B 62％ 77％
C 90％ 94％

問 2 43％ 60％
問 3 15％ 18％
問 4 66％ 87％
問 5 66％ 72％
問 6 53％ 65％
問 7 73％ 87％
問 8 （1） 61％ 72％

（2） 42％ 70％
問 9 60％ 72％

2

問 1 a 63％ 72％ 主人公が幼いころを振り返り、
家族から愛されていたことをか
みしめる物語。描かれている時
代こそ明治だが、今と変わらな
い家族の愛や人々の心情を読み
取ってもらうことを意図した。

文章自体はオーソドックスで、
語句・表現も現代のものと変わ
らないのだが、古い時代を描い
ているということで戸惑った人
が多かったのかもしれない。そ
の時代の文化や習慣などを知っ
ているということも、小説の読
解には必要だ。

b 18％ 15％
問 2 14％ 18％
問 3 73％ 83％
問 4 39％ 43％
問 5 45％ 55％
問 6 40％ 49％
問 7 31％ 38％
問 8 42％ 45％
問 9 33％ 55％

3

問 1 35％ 55％ 詩のテーマが見えにくい詩では
あるが、幻想的な空間イメージ
と現実的な空間世界を行き来す
る作品世界を自在に読み取れる
かを問う。定番となっている、
基本的な修辞や詩型を問う。

修辞や詩型を問う問題で、いず
れも6割を切っており、第四回
ということもあり、詩に対する
取り組みが不十分な一定数いた
ように感じる。詩、全体の世界
観を問う問題で6割を切ってお
り、全体イメージがつかみきれ
なかったようにも感じる。

問 2 52％ 60％

問 3 43％ 60％

問 4 78％ 89％

問 5 51％ 60％

4

問 1 1 83％ 96％ 漢字については、間違いやすい
が、しっかり学習している受験
生は正答することができるもの
を選び、出題した。四字熟語に
ついては、簡単なものと難しい
ものを織り交ぜて出題し細かい
ところまでしっかり学習した受
験生が得点できる問題にした。

漢字については、間違いやすい
漢字をしっかり意識して学習し
ている受験生とそうでない受験
生の差が開いていた。四字熟語
については、簡単なもの、難し
いものどちらの問題でも全受験
生と、合格者の間で得点率に差
が出ていた。丁寧に漢字や四字
熟語の勉強をした受験生が高得
点をとれたと思われる。

2 29％ 47％
3 82％ 96％
4 49％ 75％
5 86％ 96％

問 2 ①漢字 28％ 45％
①意味 73％ 85％
②漢字 87％ 96％
②意味 83％ 100％
③漢字 13％ 23％
③意味 26％ 43％
④漢字 81％ 92％
④意味 98％ 100％
⑤漢字 69％ 81％
⑤意味 68％ 81％
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● 2026 年度　中学入試　第 4 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

（1） 94％ 98％ 基本的な特殊算や図形の計量の
小問集合。四則演算、特殊算の
基本問題、規則、図形（平面・
立体）の計量を出題した。この
問題を通して、種々の問題を速
く正確に処理する能力を問うも
のである。問1・2は計算問題、
問3～6は特殊算を幅広い分野
から、問7・8は図形の問題を
出題した。

基本的な計算は例年と変わらな
い得点率であった。問6の場合
の数に関する問題については、
和集合の処理の際に、両方に当
てはまる数の和を引く作業をし
なかった受験生が多く、その分
正解率が下がった。例年正解率
が高くない図形の問題は、全体
的によくできていた。

（2） 95％ 98％

（3） 98％ 100％

（4） 80％ 98％

（5） 64％ 81％

（6） 37％ 53％

（7） 56％ 79％

（8） 76％ 91％

2

（1） 82％ 98％
本校では特徴的な平面図形と比
を絡める問題であり、平行四辺
形を題材とした。問1・問2は
辺の比、問3は面積の割合を求
める問題である。辺の比を利用
して、面積計算をするという、
図形に関する性質を受験生に求
めた。

本校では頻出となる平面図形と
比の問題であり、本校の対策を
してきた受験生にとっては、や
や易しい問題であったようであ
る。苦手とする面積の割合は、
合格者と不合格者で出来が分か
れる問題となった。

（2） 64％ 87％

（3） 35％ 77％

3

（1） 89％ 96％
速さの問題。問1は基本的な問
題、問2・問3は問1の解答を
もとに計算する問題であるが、
問題の状況をしっかりと把握
し、丁寧に考えていく必要があ
る。問3は正解にたどりつくま
でに考えることが多いため、や
や難易度の高い問題である。

問1は基本的な問題であり、問
題の内容も頻出のタイプである
ため、よくできていた。問3は、
A町に着くまでや、追い越すま
でにかかる時間など、一つずつ
丁寧に調べていくことが必要で
あった。例年に比べ、基本問題
の正解率が高かったことによ
り、問3の合格者の正解率が高
くなったようである。

（2） 72％ 91％

（3） 29％ 62％

4

（1） 45％ 83％

ある枚数のカードとそこに書か
れている数字から、ゲームの得
点を計算し、その得点の特徴を
考える問題である。数の和の特
徴をとらえ、得点の合計がどう
なればよいかを考え、そこから
状況を分析する力を問う問題で
ある。

例年出題しているが、ゲームの
ルールを理解できるかどうかで
正解と不正解で分かれた。一
方で問2の記述の問題について
は、合格している受験生はよく
かけており、合格・不合格を左
右する問題であった。（2） 37％ 71％

5

（1） 70％ 89％

立方体の切断とそれに伴う体積
の問題。図形の切断についての
基本的な理解ができているか。
それに伴い、色のついている立
方体の個数を的確に数えられる
かを問う問題であった。

立方体の切断についての問題。
頻出の立体であり、イメージし
易い問題であった。そのため問
1はしっかり得点することがで
きていた。問2は切断面が五角
形であり、やや難易度を高く設
定した問題のため、切断の跡と
黒の立方体の個数の両方を考え
なければならないため、正解率
は伸びなかった。

（2） 5％ 15％
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● 2026 年度　中学入試　第 4 回　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 あ 75％ 91％ 日本の人口推移を説明した文章
をもとに、人口・農業・都市に
関連した基礎的知識を問う問題
を出題した。地理の基本となる
「図表を正しく読み取る力」に
加えて、「事象を短文で説明す
る力」の2点を意識して出題し
た。

基礎的事項を確認する問題につ
いては全般的によくできてい
た。説明文については、説明に
必要な語句を複数書き出し、整
理してから解答しよう。図表を
正しく読み取る力については、
地理の技能として重視してい
る。見落とさないよう注意する
こと、学んできた知識を重ねる
ことを意識しよう。

い 58％ 68％
う 63％ 70％

問 2 78％ 91％
問 3 39％ 51％
問 4 67％ 81％
問 5 77％ 91％
問 6 55％ 68％
問 7 46％ 60％
問 8 63％ 79％
問 9 7％ 9％

2

問 1 34％ 55％ 古代から近現代にいたるまでの
日本の歴史について、時代ごと
の重要事項やその内容について
正確かつ深い理解ができている
かどうかを問う問題を出題し
た。解答は基本的な事柄であっ
ても、多面的な理解ができてい
るかを見るために出題の仕方を
工夫した。

標準的な難易度の問題の正答率
が伸び悩んだ結果、歴史分野全
体としての正答率も低かった。
一問一答式にワンパターンで覚
えるのではなく、時代背景や前
後関係など、想像力をはたらか
せながら学習し、理解を深めて
いくことが求められる。

問 2 59％ 77％
問 3 76％ 89％
問 4 68％ 66％
問 5 62％ 85％
問 6 2％ 0％
問 7 52％ 74％
問 8 77％ 77％
問 9 66％ 83％
問 10 1％ 0％
問 11 50％ 68％
問 12 16％ 23％
問 13 人物 21％ 28％

時期 36％ 45％
問 14（1） 80％ 89％

（2） 1％ 0％
問 15 42％ 51％
問 16 あ 63％ 77％

い 78％ 91％
う 44％ 66％

3

問 1 78％ 94％ 2025年に起きた出来事を題材
に、国会、選挙の仕組み、憲法
などの公民分野の基礎知識を問
う問題を出題した。また日ごろ
新聞やニュース報道に触れてい
るかを問う問題も出題した。

概ねよく出来ていた。選挙制度
などは変更を重ねてきているの
で、最新の情報を知識として定
着させる必要がある。また、公
民分野では憲法に関する最低限
の知識、理解が不可欠である。

問 2 54％ 66％
問 3 49％ 60％
問 4 61％ 87％
問 5 30％ 38％
問 6 47％ 36％
問 7 65％ 83％
問 8 81％ 96％
問 9 73％ 83％
問 10 41％ 64％
問 11 76％ 89％
問 12 28％ 32％
問 13 79％ 87％
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● 2026 年度　中学入試　第 4 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 87％ 89％ 多くの受験生は小学校の課程で
アサガオやヒマワリ、ジャガイ
モなどを栽培した経験があると
思う。育て方によって成長に違
いが出ることは感覚的に理解し
ていると思うが、これを科学的
に分析し理由を考えさせる問題
を出題した。

知識問題の正答率は非常に高
い。合否で差がついたのは、会
話文や問題文を正しく理解し関
係性を式化する問題、グラフの
変化の様子を正しく説明してい
る文を選ぶ問題だった。暗記だ
けでなく思考する力を高める学
習を大切にしてもらいたい。

問 2 88％ 96％

問 3 54％ 62％

問 4 57％ 66％

問 5 94％ 98％

問 6 68％ 79％

2

問 1 44％ 68％ 風の吹き方及びその仕組み、天
気図、時事を含んだ内容につい
て基本的な知識の有無を問うこ
とを主な狙いとしつつ、一部は
その知識について深堀して思考
力をとう問題も出題した。

分野の性質上、知っているかど
うかが分かれ目になってしまう
ことから、全体的には得点率は
低めに出たが、時事に関する用
語については得点率が高かっ
た。また、知識を総合的に鑑み
て判断・思考する問題で得点率
の開きが出た。

問 2 （1)点A 4％ 4％

（1)点B 5％ 4％

（2） 33％ 38％

（3） 58％ 64％

（4） 97％ 100％

問 3 （1） 87％ 94％

（2） 59％ 64％

3

問 1 66％ 72％ 硫酸の性質や、硫酸にまつわる
計算を問うた問題である。
知識ではなく、与えられた情報
をもとに、計算をすることや正
答にたどり着くことができるか
どうかがポイントになる問題で
あった。

見慣れない問題のためか、想定
しているよりも正答率は低かっ
たように感じる。
知らなくてはできないことは多
くはなかったため、落ち着いて
情報を読み取り整理する力が必
要である。それに加えて本問で
は高い計算力も求められたた
め、受験生にとっては難しい問
題となった。
全体的に、正答率にばらつきが
あり、差のつく問題となった。

問 2 36％ 49％

問 3 19％ 36％

問 4 46％ 70％

問 5 22％ 43％

問 6 （1） 15％ 23％

（2） 15％ 23％

4

問 1 85％ 98％ 熱の吸収・放出による温度変化
についての問題。熱と温度変化
の関係について、文章および表
から必要な情報を整理し、解答
に至ることができるかを問う
た。

温度についての基本知識を身に
着けている受験生は多かった。
表の読み取りで、受験生による
差が大きく出た。さらにその結
果を活用する段階で差がつき、
後半の問題は受験生全体にとっ
て難しいものとなった。

問 2 71％ 100％

問 3 21％ 49％

問 4 23％ 30％

問 5 27％ 36％

問 6 12％ 19％
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● 2026 年度　中学入試　帰国生 AB 方式　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 82％ 87％ 帰国生入試ということもあり、
世界中の多様な文化・歴史・価
値観を理解する視点を持つこと
の必要性を問う文章を出題し
た。内容理解の問いだけではな
く、知識や文章のつながりの問
いを設け、全般的な国語力を問
うことをねらいとした。

問4の四字熟語「和魂洋才」の
問題は、単純な知識だけではな
く、本文の内容からも答えに導
いてもらいたく出題した。分か
らない熟語と出会ったときに、
その熟語の構成や漢字ごとの意
味をしっかりと考える習慣をつ
けてほしい。

問 2 64％ 70％
問 3 89％ 96％
問 4 8％ 13％
問 5 72％ 78％
問 6 41％ 51％
問 7 Ⅰ 76％ 85％

Ⅱ 82％ 89％
問 8 37％ 46％
問 9 50％ 54％

2

問 1 59％ 61％ 丁寧に読むことによって、状況
が把握できる文章を選んだ。脱
文補充、言葉の意味、擬態語の
空欄補充といった基本問題、選
択問題、抜き出し問題といった
読解問題ともに本文をとにかく
しっかり読めば正答にたどり着
けるように意識して出題した。

問3までの基本的な問題につい
ては、全体的には、おおよそ
予想通りの得点率であったが、
個々の問題で見ると得点率の高
低の差が出てしまった。文章の
深い内容を問う読解問題につ
いては、作品のテーマをしっか
り把握できている受験生が正答
することができていた。特に長
めの選択肢にした問題について
は、選択肢を粘り強く読めてい
る受験生が合格者に多く見られ
た。

問 2 a 63％ 70％
b 94％ 97％
c 46％ 52％

問 3 81％ 80％
問 4 87％ 93％
問 5 87％ 95％
問 6 56％ 63％
問 7 68％ 77％
問 8 32％ 42％
問 9 61％ 71％
問 10 37％ 42％

3

問 1 44％ 45％
短く平易なことばで書かれた詩
を読み、ことばとことばのつな
がりから豊かな表現世界を読み
取ってもらおうとの意図で出題
した。詩の読解にあたっては、
タイトルをふくめたことばのつ
ながりに気づくことで、作者の
意図に迫ることができるはずで
ある。タイトルが一見難解だが、
六月＝夏、蜜柑水＝優しいのイ
メージにつなげて読むことで、
詩の世界に入っていくことがで
きる。

どの設問も5割前後の得点率で
あったが、特に問2と問3の出
来がポイントだったようだ。6
行からなる短い詩の中で、感嘆
符「！」や命令形が使われてい
る2行目が全体の主題と気づい
たうえで、僕＝作者の指に詩が
咲いてほしいという表現が、良
い詩が書きたいという願望と読
み取りたい。詩の中心さえつか
めれば、他の問いも解きやす
かったはずである。

問 2 44％ 55％

問 3 56％ 69％

問 4 47％ 48％

問 5 59％ 64％

4

問 1 1 64％ 76％ 漢字は同音で異字があるものを
中心に出題した。知識問題は四
字熟語を知識を問うことを中心
に様々な数字が入るものを出題
した。熟語には数字が入るもの
や、体の一部が入るものなど
様々なものがあるので、たくさ
んの言葉を知ってほしい。

全体的に漢字や四字熟語はよく
勉強してあり、正答率は高かっ
たと感じた。語いを増やすこと
はすべての学習の要でもあると
思うので、知識の一つとして今
回のような問題に対応できるよ
うな力を身につけてほしい。

2 73％ 82％
3 95％ 97％
4 88％ 96％
5 58％ 61％

問 2 A 76％ 80％
B 78％ 90％
C 82％ 88％
D 76％ 81％
E 85％ 91％
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● 2026 年度　中学入試　帰国生 AB 方式　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

（1） 97％ 97％ 基本的な特殊算や図形の計量の
小問集合。四則演算、単位換算、
特殊算、速さ、図形（平面・立体）
の計量などの問題を出題した。
種々の問題を速く正確に処理す
る能力を問うものであった。

例年よりも、小問集合の得点率
が高く、合格を目指すためには
このレベルの小問集合は確実に
取りたい。問8の立体図形の計
量については、回転させた後の
立体をイメージすることが出来
れば、得点できる問題である。

（2） 95％ 99％
（3） 85％ 90％
（4） 92％ 97％
（5） 81％ 96％
（6） 83％ 97％
（7） 69％ 86％
（8） 53％ 64％

2

（1） 81％ 95％
速さに関する中学入試では典型
的な問題である。問1は平均の
速さの考え方がわかっているか
を問う問題。問2、3は上り坂・
下り坂の道のりを求める問題。
行きの時間と帰りの時間の差を
うまく活用できるかがポイント
であった。

問1は比較的出来ていた。文章
が長いこともあり、状況が読み
取れない受験生が多く、問1と
比べると問2、3の正答率が大
きく下がってしまった。文章か
ら状況をしっかりと整理し、解
く力を身に付けてほしい。

（2） 43％ 61％

（3） 32％ 46％

3

（1） 76％ 92％

平面図形と面積比を絡めた標準
的な問題である。問1は相似比
を利用して線分比を求める基本
問題。問2は2つの辺の比2組
から3つの辺の比を求める典型
問題。問3は問1、2の結果を
利用し、線分比から四角形の面
積比を求める問題であった。

問1、2は線分比の基本から標
準レベルの問題であり、得点率
は高かった。問3は底辺の比か
ら進めていき三角形の面積比そ
して四角形の面積比を求めてい
く問題であった。合格を勝ち取
るためには確実に得点を取りた
い問題であり、全受験生と合格
者との得点率の差を見ても、合
否を分けた問題となったことが
わかる。

（2） 51％ 75％

（3） 36％ 58％

4

（1） 96％ 98％

投影図から立体を考える標準的
な問題である。問1は「真上か
らみた図」と「真横から見た図」
から使われている立方体の個数
を考える問題。問2は使われて
いる立方体の個数が最も多いと
きの表面積を求める問題であっ
た。

全体的によく出来ており、問1、
2ともに得点率は高かった。こ
のような基本的な、かつ得点す
べき問題を確実に得点できる力
も身に付けてほしい。

（2） 79％ 87％

5

（1） 62％ 77％

整数と場合の数を絡めた問題で
ある。問1は、カードを5つの
枠に埋め計算結果が「数」とな
る場合を考える問題。問2は計
算結果が「整数」となる場合を
考える問題であった。

計算式の分数の形を考えて、結
果が一番大きい数・整数になる
ものを考えられるかがポイント
である。□/□□が0より大き
く1未満であるので、まず□/
□が最大になるものを考えると
いう発想がでてくれば、問1、
2ともに得点できたであろう。

（2） 25％ 36％
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● 2026 年度　中学入試　帰国生 A 方式　英語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

Q1 55％ 84％ 英検準1級レベルの語句を主題
した。また大学入試レベルの基
本的な文法事項が理解できてい
るか、英単語重要派生語が綴れ
るかどうかを出題した。問題は
基本的な問題を中心に出題し
た。

概ね、語句、文法問題はよくで
きていたと言える。しかしなが
ら、英単語を書くとなると正確
性が低いように思えた。この点
は強く意識して入学後学習に励
んでほしい。

Q2 65％ 71％
Q3 75％ 97％
Q4 88％ 100％
Q5 29％ 45％
Q6 92％ 100％
Q7 88％ 94％
Q8 74％ 90％
Q9 25％ 39％
Q10 15％ 23％

2

（1） 86％ 100％ 数者によるやり取りが続くやや
長めの英会話の文を読み、その
内容を正しく理解した上で、選
択肢から空所を埋める作業によ
り全体を要約させる問題であ
る。受験生の英語読解力と論理
性を伴った思考ができるかを問
うている。

全受験生と合格者の得点率は高
い相関性があると考えられる。
合否の差は主に英語理解力の差
と判断できるが、（3）は選択肢
のpriorities（優先事項）という
語が、帰国子女にとっても語彙
レベルが高く、全体として正解
率が低かったものと考える。

（2） 82％ 97％
（3） 49％ 71％
（4） 66％ 81％
（5） 55％ 77％
（6） 75％ 97％
（7） 65％ 84％
（8） 82％ 94％
（9） 57％ 77％
（10） 66％ 87％

3

Q1 96％ 100％ 大学入試レベルで求められる文
法力を駆使して、英文を文脈に
応じて整序できるかを問うた。
受験生に簡単な論理性を伴った
思考ができるかを問うた。

出来は非常に良好と言える。基
本的な文法事項は十分に理解し
ていると言える。文法は読解や
作文に不可欠な事項。入学後も
引き続き学習を継続してほし
い。

Q2 38％ 51％

Q3 55％ 77％

Q4 57％ 74％

Q5 59％ 84％

4

Ⅰ 69％ 84％ 動物にも文化が存在し、大人の
象の行動を子どもが見て学んだ
り、群れの中でリーダーが誕生
し、長年の経験を生かして干ば
つなどの災害のなか周囲が生き
残れるように、リーダーシップ
を発揮することが分かってきた
という内容であった。

今回はパラグラフ毎の要旨をま
とめさせる問題で、全体の趣
旨を答えさせる形式の出題と
なった。概してよくできており、
main pointを意識しながら答え
られたものと見受けられる。

Ⅱ 69％ 87％

Ⅲ 62％ 77％

Ⅳ 66％ 77％

Ⅴ 65％ 81％

5

Q1 48％ 59％
物語文を素材に、主に日本語で
の記述（和訳・説明）問題を通
して、英語の読解力だけでなく、
読み取った内容を日本語で表現
する力も測った。長文中の語彙
レベルはそれほど高くないもの
の、話の流れをしっかりと理解
した上で日本語で過不足なく的
確に記述できることを求めてい
る。

単純な日本語訳だけでなく、話
の流れをふまえて日本語でまと
める問題もあり、全体的な得点
率は想定よりも低かった。わか
らない語句の意味を類推しなが
ら話の筋を追うのはもちろんの
こと、細かい点まで丁寧に読み、
正確に日本語で表現する練習も
重ねてほしい。

Q2 68％ 79％

Q3 46％ 65％

Q4 48％ 68％
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● 2026 年度　中学入試　帰国生 B 方式　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 （1） 56％ 56％ 地理分野と歴史分野からの出
題。都道府県庁所在地や特徴、
歴史用語の書き取りや、各時代
の特徴の正誤問題、時代順の並
べ替えなど、基本問題の知識の
確認や、複数の知識を組み合わ
せて解くような例年にならった
構成にした。

全体的に高い正答率となった。
問1（1）は宍道湖と大山がどち
らの県にあるかまで抑えておき
たい。問2（2）は路線図を頭に
入れるよりは、東北地方の県の
場所などを考えると解けるきっ
かけになるはず。時間的な制約
が大きいため、ある程度のス
ピードが求められるが質は落と
したくない。

（2） 85％ 91％

（3） 82％ 89％

問 2 （1） 60％ 63％

（2） 35％ 33％

（3） 81％ 88％

問 3 （1） 72％ 84％

（2） 61％ 64％

（3） 89％ 91％

問 4 （1） 80％ 88％

（2） 76％ 81％

2

問 1 97％ 99％ 近現代分野と公民分野からの出
題。政治分野では昨年に引き続
き、憲法9条や憲法改正条文の
空所補充問題を出題した。また
選挙もあった関係でそれに触れ
る内容にした。出題数は昨年並
みの多さになっているため、あ
る程度、スピードも必要となる。

問2は一見すると簡単だが、き
ちんと文章をよまないとひっか
かる。近現代分野の並べ替え問
題は、事実の羅列だけにとどめ
てしまうとなかなか難しいの
で、首相は誰の時期に発生した
のかなど、関連付けながら抑え
るとかなり精度が上がる。憲法
改正の条文など設問によって
は、過去問と似たような形式の
ものもあるため、しっかりと正
解したい。

問 2 44％ 40％

問 3 67％ 73％

問 4 55％ 59％

問 5 （1） 69％ 79％

（2） 83％ 93％

問 6 （1）あ 35％ 39％

（1）い 85％ 89％

（1）う 96％ 99％

（1）え 86％ 97％

（1）お 89％ 96％

（2)かき 79％ 89％

問 7 42％ 48％

問 8 41％ 44％

問 9 74％ 81％

問 10 15％ 19％
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● 2026 年度　中学入試　帰国生 B 方式　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 58％ 67％ 植物の光合成曲線を題材にした
問題である。問1は教科書の知
識が定着しているか問う知識問
題。問2～6はリード文をヒン
トにしてグラフを読み取る問題
である。計算問題も混在し、複
合的な能力を試している。

問4～6について、問4、5の
ような単純な計算問題はでき
ているが、問6のようなリード
文をからめた複合問題について
は、手こずった様子が見受けら
れる。問1の知識は少し細かい
内容だったため、表面上の知識
では解きにくい内容だった。た
だ、合格者は総じてよく内容理
解ができていた。

問 2 84％ 93％

問 3 80％ 93％

問 4 80％ 92％

問 5 72％ 92％

問 6 53％ 73％

2

問 1 87％ 95％
フェーン現象を題材にした温
度や湿度を計算するという典
型的な気象分野の問題である。
フェーン現象は山を越えて吹く
風が高温・乾燥になる現象で、
乾燥した空気は100m上昇・
下降すると気温が1℃変化し、
湿った空気は100m上昇・下降
すると気温が0.5℃変化するこ
とと、雲ができている場所は湿
度100％であることとを使っ
て解いていく問題である。

問2は雲のできるようすを気
圧の変化、空気塊の体積の変
化、熱のやり取りについて聞い
ているため、計算問題より難し
かったようである。また、問4
は雲ができている場所は湿度
100％であることを知らない
と、ふもとの湿度を計算できな
いため、得点率が低かったよう
である。

問 2 33％ 40％

問 3 90％ 95％

問 4 27％ 35％

問 5 40％ 52％

3

問 1 46％ 63％
溶解度に関する問題を出題し、
濃度や析出量の計算ができる
か、実験の基本的な操作につい
ての知識があるかなど基本的な
知識力と計算力をはかることを
ねらいとした。

問1から苦戦した受験生も少な
くないようで、この問題は同
じ水溶液であれば、100gでも
200gでも濃さは変わらないと
いう点を考えられるかがポイン
トであった。また、問2・問3
でも水100gの場合を考えるの
だが、この2問はかなり正答率
が異なった。

問 2 26％ 35％

問 3 60％ 73％

問 4 63％ 69％

問 5 84％ 88％

4

問 1 85％ 88％ 一部はてこを利用した知識問題
も出題したが、基本的にすべ
て、てこのつり合いを解く問題
を様々な形で出題し、条件に合
致する組み合わせを考察できる
かどうかを問うことを主なねら
いとした。

計算に時間がかかると予想され
る問いも含まれていたたが、全
体としてしっかりと解けてお
り、基本的な計算はできていた。
それ以上のところで、論理的に
条件を詰めていく必要のある問
いでは得点率が分かれた。

問 2 86％ 93％

問 3 74％ 88％

問 4 60％ 72％

問 5 47％ 53％
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● 2026 年度　中学入試　グローバル　英語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 90％ 100％ 会話文中の空欄に入る適切な動
詞を選ぶ問題。基本動詞等の語
彙力を問う。もし必要があれば、
文脈に合わせて正しい形に直さ
なければならない。したがって、
しっかりとした不規則変化動詞
の知識も当然必要とされる。

基本動詞については、習熟度の
かなり高い受験生が本試験に挑
戦しているようである。但し、
語形変化となると多少苦慮して
いる傾向が見られる。また、頻
出の熟語についても、日頃から
意識的に習得する姿勢が大切で
ある。

問 2 95％ 100％
問 3 83％ 100％
問 4 80％ 100％
問 5 78％ 80％
問 6 93％ 100％
問 7 68％ 93％
問 8 73％ 93％
問 9 70％ 87％
問 10 73％ 87％

2

問 1 95％ 100％ 単語、熟語、文法の知識を統合
し、文脈に合わせて適切な英文
を完成させる能力を問う。各問
とも並べ換えた上で、2番目と
4番目の語句を解答する。単な
る知識の寄せ集めでは対応でき
ない。英作文につながる力の有
無を確認する問題。

英検準2級レベルを意識した問
題が多く含まれる中で、非常に
よく対応できているようであっ
た。分詞構文や関係代名詞を含
んだ問題であっても合格者は運
用できていることがうかがえ
た。合格者の平均正答率は約
98％となっており、今後の活
躍が大いに期待される。

問 2 93％ 100％
問 3 90％ 100％
問 4 80％ 100％
問 5 73％ 93％
問 6 88％ 100％
問 7 88％ 100％
問 8 75％ 93％
問 9 100％ 100％
問 10 78％ 93％

3

（1） 85％ 93％
メッセージ形式の長文を読み、
筆者が発信する情報を時系列順
に正確に読み取れるかどうかを
問う問題である。時間の推移と
登場人物の関係をしっかりと把
握する必要がある。解答は番号
で答えさせる形式で、上記内容
と併せて、本文の言い換え表現
をどれだけ理解しているかが解
答へのカギとなっている。

正答率は例年同様、かなり高い
結果となった。選択肢の内容も、
英検準2級とほぼ同等レベルで
あったため、基礎的な学習が出
来ている受験生は迷わず解答で
きたものと思われる。（2） 93％ 100％

（3） 88％ 100％
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問 1 ① 85％ 93％ 長文を論理の展開に沿って理解
できているかを確認するため、
要所要所キーワードとなる語を
抜き、選択肢とした。また同じ
く、時制や能動・受動などが正
しく理解できているかを確認す
るため、動詞の活用も問う総合
問題とした。

結果は、文の流れに沿った語を
選択する問題は比較的良好では
あったものの、動詞の活用につ
いては、正答率は今一つであっ
た。やはり文を正確に読み取る
ために、文法をしっかり勉強し
てもらいたい。

② 68％ 80％
⑤ 73％ 93％
⑦ 80％ 100％

問 2 ③ 80％ 93％
④ 53％ 73％
⑥ 65％ 80％

5

問 1 49％ 60％
長めの英文を読み、日本語訳も
含めその内容を把握できている
かを確認する問題。和訳を出題
しているのは、内容を理解しな
がら適切に日本語に訳せるかを
問うためである。和訳は長文全
体の流れの中での一文を的確に
理解しているか、また文法を理
解して和訳してるかにポイント
を置いた。内容理解問題では、
段落毎にきちんと内容をまとめ
ながら読み進めていくことがで
きるかに主眼を置いている。

準2級レベルの問題である。内
容的に小学生には馴染みの薄い
ものであるかと思われるが、得
点率の高い問題も多く、十分な
実力があると判断することがで
きる。和訳の採点は内容理解が
できているかを中心に考えて
行った。受験生の解答から、訳
す際にやや難渋した様子のもの
も散見されたが、英文の主張や
話の流れを正確に把握している
様子が感じられた。

問 2 （1） 73％ 80％

（2） 93％ 100％

（3） 90％ 100％

（4） 95％ 100％





2026　資料集

第1版  2026年5月1日発行

表表紙作者　高2　関森　爽真

裏表紙作者　高2　森　　悠真




